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12月定例会予定
１１月２９日　本会議（招集日）

１２月　９日　本会議（一般質問）

１２月１２日　本会議（一般質問）

１２月１３日　本会議（一般質問、議案審査）

１２月２２日　本会議（最終日）



９
月
定
例
会

地方創生　初年度決算審査
子育てするなら京丹後市
　　保育料の値下げで子育て支援の充実を実施

丹後のふるさと産品大好評
　　ふるさと応援寄付金事業が大幅増加

平成28年9月定例会は、9月1日から10月5日（35日間）の会期で開催。

平成27年度一般会計・特別会計・企業会計の決算審査をはじめ、補正予算・指定管

理者の指定、条例や陳情など57件を審議しました。

平成27年度　（一般会計）全体の概要

歳　出
343億6,032

歳　入

単位：万円 単位：万円
357億8,132

繰越金15億875 （4.2%）

使用料及び手数料
5億6,906（1.6%）

寄付金9億4,297（2.6%）
繰入金5億9,905（1.7%）

分担金及び
負担金
2億9,765
（0.8%）

その他
17億1,731
（4.7%）

その他
5億8,839
（1.7%）

その他
4億2,663
（1.3%） 災害復旧事業費

4,629（0.1%）

義 
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的 

経 

費

義 

務 

的 

経 

費
44.2%

42.9%

12.9%

任 

意 

的 

経 

費

投資的経費

自主財源
26.8％

依存財源
73.2％

項　　目 健　全　化　判　断　比　率 国の早期健全化基準

12.0％（前年度 13.4％）

97.2％（前年度 99.2％）

黒字のため△5.53％、実質収支額が11億5444万円の黒字

実質公債費比率
（３カ年平均数値)

将来負担比率

実質赤字比率

連結実質赤字比率

25.0％

350.0％

12.41％

17.41％黒字のため△15.08％、実質収支額が31億4676万円の黒字

財政健全化判断比率は4指標とも良好
実質収支は11億5444万円の黒字

府支出金
 25億697
（7.0%）

国庫支出金
38億9,430
（10.9%）

市債
32億4,060
（9.1%）

地方交付税
148億4,291
(41.5%）

市税
50億7,336
（14.2%）

人件費
54億2,325
（15.8%）

公債費
47億5,422
（13.8%）

公債費
47億5,422
（13.8%）

扶助費
49億9,695
（14.6%）

扶助費
49億9,695
（14.6%）

普通建設事業費
44億961
（12.8%）

積立金
20億3,240
（5.9%）

補助費等
32億208
（9.3%）

繰出金
42億1,124
（12.3%）

物件費
48億5,765
（14.1%）

〈歳出ー性質別〉〈歳入〉

◆決算審査概要
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◆決算審査概要

特別会計、企業会計決算
一般会計からの繰入金に注視が必要

国民健康保険事業 広域化へ
　平成 30 年度から京都府への広域化が進められている。基金が厳しいが保険税率の引き上げ
にならないよう注視が必要である。

水道事業 統合へ
　国庫補助金の低内示により簡易水道と上水道の統合が遅れるとのこと。引き続き補助金確保
に力を入れるべきである。水道管の凍結・漏水により有収率に影響がでる。老朽管の計画的な
布設替えが求められる。

病院事業 医師の招へいなお課題
　市立病院の経営では、医師の招へいが大きな課題
であり、医師の偏在解消に向けて議会としても国に
働き掛けていく必要がある。

久美浜病院

会計名称 歳　入 歳　出 収　支 一般会計繰入

国民健康保険事業 82 億 8520 万円 82 億 4491 万円 4029 万円 5 億 1222 万円

国民健康保険
直営診療所事業   4 億 8292 万円   4 億 5016 万円 3276 万円 　    6000 万円

後期高齢者医療事業   6 億 6285 万円   6 億 5645 万円   640 万円 2 億 3177 万円

介護保険事業 59 億 8990 万円 59 億 4362 万円 4628 万円 8 億 5568 万円

介護サービス事業   6 億 3114 万円   6 億 1588 万円 1526 万円 －

簡易水道事業 15 億 0018 万円 14 億 3406 万円 6612 万円 3 億 6064 万円

公共下水道事業 25 億 5286 万円 25 億 0087 万円 5199 万円 7 億 4800 万円

浄化槽整備事業   2 億 5049 万円   2 億 3663 万円 1386 万円 　　7700 万円

工業用地造成事業   1 億 9175 万円   1 億 8939 万円   236 万円 1 億 8877 万円

収益的 67 億 4018 万円 65 億 6174 万円   1 億 7844 万円 6 億 1007 万円

資本的   6 億 5429 万円 10 億 2603 万円 △3 億 7174 万円 2 億 3884 万円

収益的   7 億 2544 万円   7 億 6172 万円 △            3628 万円 　　  825 万円

資本的         6590 万円   3 億 0405 万円 △2 億 3815 万円 　　3322 万円

病
院
事
業

水
道
事
業

特
　
別
　
会
　
計

企
　
業
　
会
　
計
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◆分科会審査

主な課題と論点！

～平成27年度決算審査～

総務分科会総務分科会
限りある財源の効果的配分に努めると同時に
市政の発展と住民生活の向上のため、
効率的な行政運営確保について議論

コミュニティビジネス応援事業につい
ての総括は

限りある財源の中で事務事業の評価は料金の未収金対策への指導的役割は十
分なのか

問

問
問

答

答
答

市民力を活かしたまちづくりを進め、住民が

主体となり、ビジネス手法を用いた取り組み

として、事業報告の提出や補助後の検証はで

きているのか。

614の事業における評価はどうか。今後、一本

算定に移行するが今後の取り組みは。自主財源に乏しい本市にあって、市民の負担

の公平性を考えると、未収金が発生している

ことは看過できない。管財・収納課の役割は重

要であり、指導的役割は。

この事業は2年間で200万円が限度である。事

業が始まったばかりであり、報告書や検証は

できていない。ビジネスとして継続を求めて

いく。効果が見込まれない場合は見直しも求

める。

歳出抑制による事業の見直しで、7500万円の

削減につながった。

614の事業について内部評価では、ほとんど

が現状維持、貢献度が高いとされ、今後の方

向性も80％以上が現状維持または拡大という

評価であった。交付税が減少する中で、さら

に効果的に事業を推進する上で、無駄がない

か検証する必要がある。

年度当初に滞納整理計画を作り、所管課とヒア

リングを行い、収納目標数値を立てて取り組ん

でいる。

専門的な知識が必要な手続きもあり、職員の

徴収事務能力の向上は欠かせない。管財・収

納課の職員のレベルアップを図り、研修等で

指導していく。

コミュニティビジネス応援事業を活用しオープンした店舗

分科会の主な意見
●歳出抑制による事業の見直しで削減できたことは評価する。一方で、事務事業評価の中で、80％以上

　が現状維持または拡大という評価であった。平成 32 年から完全一本算定に移行することを考えると、

　一定財政規模が縮小するという前提の中で評価を行い、将来の財政規模に生かせるシステムを構築すべ

　きである。

●コミュニティビジネス応援事業は、26 年から 2 年目を迎えた。地域の活性化、持続可能な地域づくり

　がテーマであり、報告書の提出を求めるなど、事後検証ができていないのは不十分である。行政から

　能動的に問題解決にあたるべき。

●料金未収対策は、管財・収納課として、各課に対し適切な指導を図り、取り組みの検証をする必要がある。
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◆分科会審査

主な課題と論点！ 文教厚生分科会文教厚生分科会
福祉の充実、子育て支援策に今後どう取り組むべきか。
市立病院の充実に向けて議会として取り組むことにつ
いて議論

市立病院への医師確保について

敬老祝い事業について

子育て支援策について

問
問

問

問

答
答

答

答

医療の充実には医師の招へいが大きな課題と

なっているが、どう取り組んでいくのか。
敬老祝い事業の総括と今後の方向性は。

子どもの医療費、保育所、放課後児童クラブ、

不妊不育症治療助成、病後児保育、就学援助等

子育て支援策は。

学校、保育所等のスクールバスの安全対策は。

両病院とも京都府や府立医大に医師の派遣を

依頼するなどの努力を重ねている。市では医

療確保奨学金制度などにも取り組んでいる

が、現状は厳しい。府北部地域へ医師の派遣を

していただける体制の強化について、引き続

き働きかけていく。

補助金事業のため、実績報告、変更申請、対象者

把握等事務手続きの課題がある。監査委員から

交付金事業にしたらどうかとの意見もあり、

29年度に検討していく。参加率も横ばい状態

であり、区長等の意見も聞き事業のあり方も検

討していく。

保育料金等の値下げ、病後児保育の開始、放課

後児童クラブ6年生までの受け入れなど拡充し

てきた。今後、不妊不育症治療等引き続き子育

て支援に取り組む。

入札制度や、仕様書等の改善を検討していく。

峰山こども園

分科会の主な意見
●病後児保育事業については、市民の身近なものとなるように、周知を進める必要がある。

●学校、保育所等のスクールバス運行については、より安全性を高めるためにも入札の制度や、仕様書

　の内容等、安全面に踏み込んだものに変えていくべきである。

●市立病院の医師の招へいについては、府や、国にも議会として働きかけを強めていく必要がある。

●図書館のあり方については、審議会の答申も踏まえ、幅広い意見を聴取しながら審議を進めていくべ

　きである。

●発達障害児の早期発見、早期療育について、各部署で切れ目のない支援を実現するためには、まだ課

　題がある。専門的な人員配置が必要である。庁内ネットワークによる情報共有化の進捗状況について

　は注視していく必要がある。

●市民の福祉向上のためには、事業内容の精査、職場のマンパワーと専門職の配置が必要である。
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◆分科会審査

主な課題と論点！ 産業建設分科会産業建設分科会

地方創生に関連する事業における計画の進捗状
況や現状の課題などについて議論
長期に継続している事業の有用性を議論

エコエネルギーセンターの長期修繕計
画は

観光・休憩所整備の状況は新シルク産業創造の事業見込みはどうか

問

問

問問

問
問

答

答

答答

答
答

委託した長期修繕計画の概要は。

今後の管理運営はどうか。

市民への説明や市民からの意見を聞いている
のか。

今後の事業費の見込みはどうか。

創造機構設立に向けての準備は。

当初の計画通り議会に提案する予定か。

今後30年間の修繕は、処理棟、排水処理棟メ

タン発酵槽、電気設備、衛生消化設備、空調換

気設備、プラントメタン設備、発電設備他で合

計約63億円。耐用年数に応じた修繕となる。

生ごみ資源化の方策を含め、コストを考慮し、

少し立ち止まって振り返る機会が来た。

区長からは信号設置による交通渋滞や24時間

になると治安が悪くならないかなど聞いてい

る。計画がまとまっていないため、住民説明は

実施していない。

当初、年間５千万～６千万円の見込みで試算し

たが、年間５千万円も掛けずに研究ができない

か、事業の方向性も含め検討している。

新市長の方針に基づき再整理している。組織を

構築して核とする動きはあるが、当分の間は先

延ばしを考えている。
すぐ事業に着手するということはない。調査

結果を元に、事業実施するかどうか判断する。

長期修繕が課題となるエコエネルギーセンター

分科会の主な意見
●エコエネルギーセンター管理運営事業について、今後 30 年間における長期修繕計画の報告で、総額

　約 63 億円の修繕費が見込まれている。生ごみの資源化事業の推進と併せて今後、十分な議論が必要

　である。

●中京圏等新市場開拓推進事業について、企業誘致は難しいとのことであり、方向性の検討が必要である。

●市場開拓推進の拠点として名古屋事務所に期待する。中京圏での知名度は低く、根気よく継続すべき

　である。

●海水浴場や観光地等の公衆トイレは京丹後市の顔である。定期的な清掃と計画的な改修が必要である。

●京丹後市では、非常にイベントが増えている。職員体制の強化や必要なイベントかどうかを精査する

　必要がある。

●山陰近畿自動車道が事業化されたが、用地取得できなければ進捗しない。地籍調査等の体制整備を望む。
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◆決算審査討論、決議

地
域
再
生
計
画
を
盛
り
込

ん
だ
総
合
計
画
の
初
年
度

で
あ
り
、
議
会
が
指
摘
し

た
課
題
や
懸
念
に
一
定
配

慮
さ
れ
て
い
る
。

市
民
か
ら
の
多
額
の
寄
付

に
よ
り
、『
ま
ち
づ
く
り
夢

基
金
』『
未
来
応
援
基
金
』

が
創
設
で
き
、
感
謝
す
る

と
共
に
、
子
ど
も
た
ち
が
、

意
欲
的
に
、
ま
た
興
味
と

好
奇
心
を
深
め
る
事
業
と

な
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

応
援
事
業
で
は
、
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
個

人
、
団
体
に
対
し
補
助
を

行
い
、
市
民
が
主
体
と

な
り
積
極
的
な
ま
ち
づ
く

り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
。

子
育
て
支
援
と
し
て
、
保
育

料
の
大
幅
な
引
き
下
げ
、
子
ど

も
の
医
療
給
付
、
ま
た
、

寄
り
添
い
支
援
や
、
社
会

的
居
場
所
づ
く
り
、
拠
点

整
備
事
業
を
実
施
、
社
会

参
加
就
労
支
援
な
ど
が
で

新
シ
ル
ク
産
業
創
造
事
業

は
２
億
５
０
０
０
万
円
も

の
予
算
が
投
入
さ
れ
、
採

算
性
が
あ
る
の
か
、
丹
後

の
織
物
発
展
に
資
す
る
の

か
、
な
ど
不
安
が
あ
り
、

今
後
、
市
が
ま
す
ま
す
税

金
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、

市
内
の
地
場
産
業
へ
の
利

用
が
で
き
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。

経
ヶ
岬
の
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー

ダ
ー
基
地
が
本
格
稼
働

し
、
１
年
９
カ
月
経
過
し

た
が
、
騒
音
の
問
題
、
交

通
事
故
の
問
題
な
ど
、
不

安
の
声
が
あ
る
。

安
全
・
安
心
へ
の
対
策

は
不
十
分
と
い
え
る
。

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
の
長
期
修
繕
計
画
が

明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
今

後
30
年
で
63
億
も
の
修
繕

費
が
必
要
と
な
る
。

市
内
の
生
ご
み
、
家
庭

と
給
食
等
を
合
わ
せ
て
も

投
入
資
源
は
４
％
に
し
か

過
ぎ
ず
、
施
設
の
運
用
に

つ
い
て
、
慎
重
な
議
論
が

反
対
討
論

賛
成
討
論

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

実
質
収
支
で
本
市
発
足
以

来
最
大
の
11
億
５
０
０
０
万

円
の
黒
字
額
と
な
り
、
27

年
度
の
単
年
度
収
支
は

９
千
１
０
０
万
円
の
黒
字

と
な
り
、
２~

３
年
で
赤
字

と
黒
字
を
繰
り
返
す
事
が

良
い
と
さ
れ
て
お
り
、
本

市
の
決
算
を
振
り
返
り
健

全
で
あ
る
と
考
え
る
の
で

評
価
で
き
る
。

道
路
新
設
改
良
事
業
で
は

大
幅
に
事
業
費
を
増
額

し
、
執
行
さ
れ
て
い
る
。

生
活
に
身
近
な
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
や
、
地
域
の
要

望
に
少
し
ず
つ
で
も
応
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ

れ
ら
の
事
業
を
評
価

し
、
今
後
も
、
継
続
し
て

推
進
さ
れ
る
こ
と
に
期
待

し
た
い
。

各
課
で
、
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
成
果
を
検
証
し
、

必
要
に
応
じ
、
修
正
す
る

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回

し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た

と
評
価
し
た
い
。

●

●

●

● ●●

●●●

●

●●

必
要
で
あ
る
。

地
域
経
済
が
縮
小
す
る
原

因
は
、
学
校
や
保
育
所
の

再
配
置
や
再
編
で
あ
り
、

小
学
校
が
19
校
、
中
学
校

が
６
校
と
な
り
、
大
き
な

産
業
の
な
い
地
域
に
あ
っ

て
、
雇
用
の
大
き
な
受
け

皿
で
あ
っ
た
。
再
配
置
が

地
域
雇
用
と
経
済
を
縮
小

さ
せ
た
と
考
え
る
。

観
光
・
休
憩
所
整
備
事
業

で
は
、
大
宮
町
の
丹
工
敷

地
内
に
ト
イ
レ
と
休
憩
所

を
整
備
す
る
た
め
、
調
査

等
を
実
施
し
た
が
、
全
体

事
業
費
が
１
億
円
を
超
す

多
額
の
予
算
が
必
要
で
あ

る
。交

通
渋
滞
・
交
差
点
協

議
が
依
然
課
題
で
あ
り
、

市
民
へ
の
説
明
と
市
民
の

声
を
し
っ
か
り
反
映
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
月
定
例
市
議
会
に
お
け
る
平
成
27
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定
に
関
し
て
、
観
光
の
魅
力
づ
く
り
推
進
事
業

に
お
け
る
特
定
の
市
所
有
施
設
の
修
繕
に
つ
い
て
、
使

用
貸
借
契
約
書
の
条
項
の
記
載
で
は
修
繕
等
は
す
べ
て

借
主
が
負
担
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
修
繕

等
の
経
費
に
市
か
ら
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
契
約
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
手
続
き
が
正
確
に
履
行
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
契
約
書
の
表
記
と
補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
こ
と
の

整
合
に
つ
い
て
な
ど
、
多
く
の
質
疑
が
出
さ
れ
た
。
特

に
契
約
書
の
表
記
と
補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
問
題
な
い
と
の
市
の
説
明
に
対
し
、
異
な
る
解
釈

が
で
き
る
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
成
25
年
8
月
6
日
の
総
務
常
任
委
員
会
の

所
管
事
務
調
査
報
告
書
に
お
い
て
、
契
約
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
譲
渡
手
続
き
の
遅
れ
を
指
摘
す
る
中
で
、
法

的
手
続
き
も
検
討
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
と
の
答
弁

が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
手
続
き
の
遅
れ
が
今
回

の
問
題
の
要
因
で
あ
る
と
の
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
改
善
等
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

１
　
契
約
書
を
遵
守
す
る
こ
と
。

２
　
契
約
書
の
表
記
に
つ
い
て
、
異
な
る
解
釈
の
生
じ 

　
　
な
い
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

３
　
施
設
の
譲
渡
に
つ
い
て
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
。

特
定
の
市
所
有
施
設
に
対
す
る
補
助
等
の

　
あ
り
方
に
対
し
改
善
等
を
求
め
る
決
議

一
般
会
計 

決
算
認
定
の
討
論

【
賛
成
多
数
で
認
定
】
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◆条例、計画

 

以
前
の
議
案
が
取
り
下

げ
ら
れ
た
理
由
は
。

 

交
付
税
が
逓
減
し
、
平

成
32
年
以
降
は
非
常
に
厳
し

く
な
る
中
、
自
主
財
源
の
確

保
に
道
筋
を
つ
け
た
い
。
黒

字
企
業
に
限
定
さ
れ
る
も
の

の
景
気
は
厳
し
い
状
況
で
あ

り
、
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

す
る
た
め
経
過
措
置
を
2
年

か
ら
3
年
に
延
長
し
た
。

 

標
準
税
率
の
超
過
分
は

自
主
財
源
に
な
る
の
か
。

 
交
付
税
の
基
準
財
政
収

入
額
は
、
標
準
税
率
で
計
算

さ
れ
る
た
め
、
交
付
税
の
積

算
に
影
響
は
な
い
。

 

少
な
か
ら
ず
地
域
経
済

に
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

 

黒
字
企
業
の
み
税
率
が

適
用
さ
れ
る
。
市
民
生
活
へ

の
影
響
は
限
定
的
に
な
る
。

法
人
市
民
税
法
人
税
割
の
税
率
引
き
下
げ
に
伴
う
税
率
見
直
し
他
　
　
　
　

　 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
丹
後
市
税
条
例
及
び
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

児
童
生
徒
数
の
減
少
を
踏
ま
え
た

　    

学
校
再
配
置
基
本
計
画
の
見
直
し

法
人
市
民
税
法
人
税
割
の

税
率
引
き
下
げ

地
方
法
人
税
率
引
き
上
げ

に
伴
い
、
法
人
税
割
の
税
率

は
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、
制

限
税
率
の
適
用
で
、
企
業
に

と
っ
て
実
質
増
税
と
な
る
こ

と
か
ら
２
年
間
の
経
過
措
置

を
と
る
。

特
定
一
般
用
医
薬
品
等
の

購
入
費
に
対
す
る
医
療
費

控
除
の
特
例
創
設

医
療
用
か
ら
転
用
さ
れ
た

医
薬
品
の
購
入
費
を
医
療
費

控
除
の
対
象
へ
追
加
。

※
現
行
の
医
療
費
控
除
と
の

選
択

固
定
資
産
税
の
「
わ
が
ま

ち
特
例
」
と
し
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

等
を
対
象
に
追
加

○
特
例
率
２
／
３

　
太
陽
光
発
電
設
備
、
風
力

　
発
電
設
備

○
特
例
率
１
／
２

　
水
力
発
電
設
備
、
地
熱
発

　
電
設
備
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

　
電
設
備

計
画
全
体
で
な
く
最
小
限

の
見
直
し
で
あ
る
。
前
期
計

画
が
終
了
し
た
時
点
で
、
教

育
効
果
の
検
証
、
地
域
へ
の

影
響
な
ど
総
括
す
べ
き
だ

が
、
不
十
分
で
あ
る
。

現
状
で
は
複
式
学
級
は
避

け
ら
れ
な
い
。
一
刻
も
早
い

再
配
置
を
望
む
要
望
書
も
出

さ
れ
て
い
る
。
多
人
数
で
の

児
童
同
士
の
触
れ
合
い
や
集

団
で
の
教
育
環
境
を
早
急
に

整
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　  

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

国
は
、
地
域
間
の
税
源
の

偏
在
性
を
是
正
し
、
財
政
力

格
差
の
縮
小
を
図
る
た
め
、

法
人
住
民
税
法
人
税
割
の
一

部
を
地
方
交
付
税
の
財
源
と

し
て
い
る
。

平
成
28
年
3
月
31
日
に
公

布
さ
れ
た
地
方
税
法
等
の
一

部
改
正
に
伴
い
所
要
の
改
正

が
提
案
さ
れ
た
。

賛
成
討
論

医
療
費
控
除
の
特
例
に
つ

い
て
は
、
自
主
服
薬
を
進
め

る
こ
と
で
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
遅
れ
、
医
療
費
が

増
え
る
懸
念
が
あ
る
。
法
人

市
民
税
の
関
係
は
、
景
気
動

向
は
厳
し
く
、
消
費
税
が
上

が
る
中
、
わ
ず
か
な
増
税
で

あ
っ
て
も
、
企
業
の
負
担
感

が
増
す
こ
と
は
、
丹
後
の
経

済
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
。法

人
市
民
税
法
人
税
割
の

税
率
は
制
限
税
率
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
近
隣
市
に
お
い
て
も
採

用
さ
れ
て
い
る
。
標
準
税
率

を
超
え
る
分
は
、
税
収
が
増

え
て
も
地
方
交
付
税
に
影
響

せ
ず
、
魅
力
的
な
税
で
あ

る
。
市
長
の
政
治
判
断
で
あ

り
、
委
員
会
で
の
議
論
を
踏

ま
え
た
激
変
緩
和
策
は
評
価

す
る
。

　
　【
賛
成
多
数
で
可
決
】

【
改
正
点
】

平
成
22
年
12
月
に
策
定
し

た
基
本
計
画
に
定
め
に
あ
る

3
年
ご
と
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
新
た
に
複
式
学
級
の
編

成
が
予
測
さ
れ
る
峰
山
町
域

の
丹
波
小
学
校
及
び
丹
後
町

域
の
豊
栄
小
学
校
を
再
配
置

計
画
に
加
え
る
。

 

児
童
数
に
伴
う
拠
点
校

の
見
直
し
だ
け
な
の
か
。
全

体
の
検
証
や
見
直
し
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

 

全
体
総
括
し
て
最
小
限

の
修
正
で
あ
り
、
丹
波
小
と

豊
栄
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
思
い

に
応
え
る
提
案
と
な
っ
た
。

 

次
の
見
直
し
で
は
、
実

情
を
踏
ま
え
大
き
な
見
直
し

を
す
る
の
か
。

 

総
括
し
、
人
数
だ
け
で

な
く
、
通
学
時
間
や
面
積
、

小
中
一
貫
教
育
の
検
証
等
も

行
う
。

主
な
質
疑

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

主
な
質
疑

再配置が予定される丹波小学校
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○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

応
援
事
業

　
地
域
活
性
化
の
た
め
の
事

業
へ
の
支
援
。
申
請
件
数
が

増
加
し
た
た
め
追
加
予
算
。

 

募
集
期
間
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。
今
後
も
要
望

が
あ
れ
ば
補
正
し
て
い
く
の

か 

現
在
、
随
時
受
け
付
け

と
し
て
き
た
が
、
今
後
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

 

補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
、

団
体
等
の
そ
の
後
の
追
跡
調

査
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

実
績
報
告
書
を
出
し
て

も
ら
い
、
市
民
協
働
課
で
審

査
を
行
っ
て
い
る
が
そ
の
後

は
調
査
で
き
て
い
な
い
。

○
韓
哲
・
ま
ち
づ
く
り
夢
基

金
事
業

　
市
内
の
小
中
学
校
児
童
・

生
徒
を
対
象
の
「
も
の
づ
く

り
体
験
教
室
」
の
実
施

 

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

活
用
さ
れ
る
よ
う
、
幅
広
く

周
知
し
て
も
ら
う
べ
き
で
あ

る
が
。

 

次
世
代
の
育
成
体
験
事

業
と
し
て
、
公
募
し
て
参
加

者
を
募
る
。
運
用
委
員
会
で
、

市
民
の
夢
が
か
な
う
よ
う
な

内
容
も
検
討
し
て
い
く
。

○
新
山
小
学
校
増
改
築
実
施

設
計
費
用

　
平
成
30
年
に
予
定
し
て
い

る
丹
波
小
・
新
山
小
の
再
配

置
に
伴
う
増
改
築
費
用

 

今
後
の
児
童
数
を
検
討

す
る
中
で
、
図
書
室
・
普
通

教
室
・
児
童
ト
イ
レ
の
増
築

は
こ
れ
で
い
け
る
の
か
。

 

31
年
度
８
ク
ラ
ス
・
32

年
度
７
ク
ラ
ス
と
１
年
ご
と

に
１
ク
ラ
ス
ず
つ
減
っ
て
い

く
の
で
十
分
で
あ
る
。

 

事
業
費
の
総
額
は
。
整

備
場
所
は
。

 

現
段
階
で
は
１
億
円
程

度
。
職
員
の
駐
車
場
が
あ
る

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
空
き
地
で

あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
応

援
事
業
の
申
請
増
加
を
評
価

す
る
。
韓
哲
・
ま
ち
づ
く
り

夢
基
金
は
、
子
ど
も
や
保
護

者
へ
の
有
効
な
使
い
方
に
期

待
す
る
。

　
　
　【
全
員
賛
成
で
可
決
】

主
な
質
疑

主
な
質
疑

大宮第２分団第１部（奥大野）

全国消防操法大会出場費用　　　　907万円
　　合併後初めて、京都府代表として全国大会に出場

7億4236万円追加　主な事業
○コミュニティビジネス応援事業　　1000万円
○指定管理施設大規模改修事業　　　1189万円
○新山小学校増改築実施設計　　　　1000万円
○織物業の需要開拓事業　　　　　　4300万円

賛
成
討
論

一般会計補正予算（第４号）

一般会計補正予算（第５号）

京
丹
後
市
消
防
団

　
　
　
　
全
国
消
防
操
法
大
会
出
場

増改築のための実施設計が予定される新山小学校

◆補正予算

 

特
別
活
動
費
３
５
０
万

円
の
内
容
は
。

 
訓
練
謝
金
で
あ
り
、
全

国
大
会
に
向
け
て
訓
練
日

数
・
人
数
等
に
よ
り
支
給
す

る
。

 

地
元
応
援
団
用
と
し
て
、

大
型
バ
ス
が
用
意
さ
れ
て
い

る
が
市
民
の
参
加
費
は
ど
う

な
る
の
か
。

 

参
加
費
は
い
た
だ
か
な

い
。

 

市
が
準
備
す
る
応
援
バ

ス
を
無
料
と
す
る
基
準
は
。

 

特
に
基
準
は
定
め
て
い

な
い
。

　
　【
全
員
賛
成
で
可
決
】
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　掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿です。また、ケーブルテレビ11チャンネルでの
放送や京丹後市議会ホームページで配信していますのでご覧ください。

市政を問う市政を問う市政を問う
～議会を傍聴しましょう！～～議会を傍聴しましょう！～

9月定例会一般質問

一般質問を平成２８年9月13日、14日、15日の日程で行い、18人の議員が
質問し、市長や教育長に答弁を求めました。

 

市
道
上
に
お
け
る
有
害

鳥
獣
防
除
施
設
に
つ
い
て
、

「
市
道
上
に
メ
ッ
シ
ュ
柵
、

金
網
柵
の
ゲ
ー
ト
が
あ
る

場
合
に
は
、
ゲ
ー
ト
を
開

放
状
態
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
通
知
文
書
が
送
付
さ
れ

た
。
開
放
に
よ
る
被
害
も

予
想
さ
れ
、
有
害
鳥
獣
に

苦
し
ん
で
い
る
農
家
へ
の
、

配
慮
に
か
け
て
い
る
こ
の

文
書
の
経
緯
と
趣
旨
は
。

 

電
気
柵
が
市
道
封
鎖

し
て
い
た
た
め
、
事
故
が

発
生
し
、
警
察
か
ら
電
気

柵
の
移
動
に
つ
い
て
指
導

を
受
け
た
。
設
置
場
所
に

つ
い
て
は
、
設
置
団
体
が

管
理
者
や
地
主
等
と
、
調

整
を
し
て
要
望
し
て
い
る
。

市
道
封
鎖
と
思
わ
れ
る
箇

所
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、

設
置
団
体
に
対
し
て
、
安

全
面
の
再
点
検
と
改
善
を

お
願
い
す
る
趣
旨
の
連
絡

で
あ
る
。

 

国
の
予
算
が
大
幅
に
減

少
す
る
中
、
ま
だ
ま
だ
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・
電
気

柵
は
必
要
が
あ
り
、
市
と

し
て
今
後
の
防
除
対
策
は
。

 

地
区
で
一
カ
所
以
上

は
実
施
で
き
る
よ
う
に
調

整
し
て
い
る
。
有
害
鳥
獣

の
被
害
対
策
に
、
有
効
な

防
護
柵
の
設
置
を
、
少
し

で
も
多
く
の
地
域
に
、
で

き
る
よ
う
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

海
岸
遊
歩
道
は

 

湊
か
ら
浜
詰
ま
で
、
遊

歩
道
の
整
備
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
湊
か
ら
箱

石
ま
で
完
成
し
て
い
る
が
、

自
然
を
満
喫
し
て
海
岸
植

生
を
守
る
た
め
に
、
こ
れ

で
終
わ
り
に
し
て
は
。

 

美
し
い
海
岸
線
と
豊

か
な
植
生
を
守
り
、
箱
石

浜
海
岸
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
遊

歩
道
は
完
了
と
す
る
。

箱
石
浜
の
漂
流
物
は

 

家
族
連
れ
や
観
光
客

に
、
箱
石
浜
海
岸
を
開
放

し
て
は
。

 

地
域
か
ら
の
要
望
が

無
い
。
地
元
の
漁
業
者
が

積
極
的
に
関
わ
り
、
指
導

的
な
役
割
を
果
た
す
な
ど
、

漁
協
・
関
係
者
の
協
力
が

あ
れ
ば
、
実
施
可
能
で
あ

る
と
考
え
る
。

農地を守るワイヤーメッシュ
和 田 正 幸

政 友 会

市
道
上
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
防
除

施
設
は安

全
面
の
再
点
検
と
改
善
を

市
長

◆一般質問
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市
民
の
命
に
関
わ
る
水

道
水
の
安
全
性
は
確
保
さ

れ
て
い
る
か
。

 

有
害
物
質
等
に
よ
る

汚
染
な
ど
の
心
配
が
あ
る

場
合
、
関
係
行
政
機
関
に

要
請
し
、
万
一
危
険
が
予

想
さ
れ
る
と
き
は
、
給
水

停
止
や
他
の
施
設
か
ら
応

援
給
水
等
を
行
う
。

 

京
丹
後
大
宮
Ｉ
Ｃ
の

供
用
開
始
は
目
前
。
関
連

接
続
道
路
の
安
全
対
策
は
。

 

消
雪
装
置
の
設
置
や

ト
ン
ネ
ル
内
の
照
明
の
改

善
、
道
路
誘
導
サ
イ
ン
の

充
実
な
ど
、
京
都
府
へ
も

要
請
し
協
議
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
市
役
所
は

 

市
役
所
は
市
民
に
役
立

つ
所
に
な
っ
て
い
る
か
。

 

市
民
の
声
を
よ
く

聴
き
、
効
率
的
に
市
民
の

た
め
の
公
務
を
行
い
た
い
。

 

簡
素
で
効
率
的
な
市
役

所
を
め
ざ
し
、
組
織
機
構

や
事
務
事
業
を
見
直
す
考

え
は
な
い
か
。

 
総
合
計
画
の
見
直

し
や
、
組
織
機
構
編
成
方

針
等
に
沿
っ
て
検
討
す
る
。

 

本
庁
舎
整
備
事
業
計
画

は
再
検
討
す
べ
き
で
は
。

 

今
年
２
月
締
結
の
本

庁
舎
整
備
事
業
基
本
及
び

実
施
設
計
業
務
委
託
契
約

は
、
実
施
設
計
業
務
を
行

わ
な
い
こ
と
で
協
議
中
。

教
育
改
革
の
方
向
性
は

 

市
長
は
ふ
る
さ
と
教
育

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
教
育
を

推
進
す
る
考
え
で
あ
る
が

教
育
改
革
の
方
向
性
は
。  

 

教
育
振
興
計
画

に
定
め
る
理
念
を
基
本
に
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
環

境
づ
く
り
を
進
め
、
市
長

と
と
も
に
教
育
の
発
展
に

努
め
る
。

 

小
中
一
貫
教
育
の
課
題

や
推
進
状
況
は
。

 

職
員
を
増
や
す
な

ど
体
制
を
強
化
し
、
丹
後

学
な
ど
も
系
統
的
に
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。

 

国
の
教
育
改
革
と
の
整

合
性
は
と
れ
て
い
る
か
。

 

学
校
教
育
と
社
会
教

育
は
一
体
的
に
捉
え
、
地

域
全
体
で
支
え
る
べ
き
。

 

学
校
地
域
連
携

推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

水道水の安全確保は万全に
水 野 孝 典

政 友 会

水
道
水
の
供
給
や
道
路
の
安
全
確

保
は
万
全
か

市
民
に
不
安
が
生
じ
な
い
よ
う

対
応
す
る

市
長

 

小
中
一
貫
教
育
を
推
進

す
る
た
め
の
予
算
確
保
が

必
要
と
考
え
る
が
。

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る

方
向
性
は
あ
る
。
財
政
的

な
問
題
も
あ
り
、
優
先
順

位
を
つ
け
て
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
予
算
編
成
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

 

教
育
委
員
会
制
度
改

革
、
教
育
施
策
は
ど
う
変

わ
る
の
か
。

 

教
育
委
員
会
と
も
連

携
を
図
っ
て
お
り
、
市
の

理
念
は
変
わ
ら
な
い
。
選

挙
公
約
の
実
現
は
制
度
的

に
は
可
能
に
な
る
。
地
域

の
実
情
も
踏
ま
え
慎
重
に

施
策
を
進
め
て
い
く
。

 
市
長
が
主
宰
す
る
総
合

教
育
会
議
で
市
長
は
大
綱

や
基
本
施
策
に
つ
い
て
は

提
起
さ
れ
た
の
か
。

 

大
綱
や
基
本
施
策
は

提
起
し
て
い
な
い
が
、
教

育
振
興
計
画
を
大
綱
と
し
、

市
民
や
有
識
者
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聴
き
、
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
く
。

小
中
一
貫
教
育
の
施
策
に

つ
い
て
問
う

 

将
来
本
市
が
目
指
す
一

貫
教
育
は
。

 

施
設
一
体
型
の
小

中
一
貫
教
育
は
現
在
の
再

配
置
で
は
困
難
。
当
分
の

間
は
、
分
離
型
の
小
中
一

貫
教
育
を
進
め
て
い
く

 

分
離
型
で
は
教
職
員
の

負
担
な
ど
課
題
が
あ
る
が
、

制
度
化
の
現
状
は
。

 

市
の
単
費
に
よ
る

人
材
の
配
置
、
小
学
校
へ

の
乗
り
入
れ
授
業
、
来
年

度
か
ら
は
校
務
軽
減
の
た

め
の
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
な
ど
制
度
化

は
し
て
い
る
。

保
育
料
の
無
料
化
な
ど
子

育
て
支
援
を

 

高
校
生
の
医
療
費
無
料

化
よ
り
も
保
育
料
の
無
料

や
軽
減
策
が
優
先
で
は
。

 

全
て
を
無
料
化
に

す
る
に
は
財
源
の
課
題
が

あ
る
が
財
政
の
状
況
を
見

て
判
断
す
る
。

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

現
状
と
充
実
策
は
。

 

利
用
者
は
年
々
増

加
、
特
に
大
宮
町
と
久
美

浜
町
は
増
加
傾
向
、
久
美

浜
町
に
つ
い
て
は
場
所
を

検
討
し
て
い
る
。

祖父母参観で元気よく発表する園児たち
由 利 敏 雄

政 友 会

小
中
一
貫
教
育
推
進
の
た
め
の
予

算
は

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
予
算

に
は
取
り
組
む

市
長

◆一般質問
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◆一般質問

 

米
軍
基
地
拡
張
の
動

き
、
３
万
３
０
０
０
Ｖ
の

高
圧
送
電
線
工
事
、
工
事

車
両
の
集
中
な
ど
で
住
民

の
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
て

い
る
。
米
軍
基
地
受
け
入

れ
条
件
10
項
目
の
認
識
は
。

　
弁
護
士
相
談
事
業
を
創

設
し
た
が
、
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
当
事
者
間
の
話
し

合
い
の
具
体
的
支
援
策
が

な
い
。
網
野
の
事
故
の
教

訓
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。

　
渉
外
知
事
会
が
日
米
地

位
協
定
改
訂
の
要
望
を
あ

げ
て
い
る
。
市
長
も
強
く

声
を
上
げ
る
べ
き
だ
。

 

10
項
目
が
し
っ
か
り

と
履
行
さ
れ
住
民
の
安
全

安
心
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

確
認
し
た
い
。
事
故
等
の

当
事
者
に
市
と
し
て
ど
の

よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の

か
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
基
地
関
連
自
治
体
協
議

会
に
加
盟
し
地
位
協
定
の

改
善
要
求
を
行
っ
た
。
今

後
も
要
望
し
て
い
く
。

地
域
内
経
済
循
環
を

 

立
派
な
道
路
や
建
物
が

で
き
て
も
住
み
続
け
ら
れ

な
け
れ
ば
活
性
化
と
は
い

え
な
い
。
地
元
企
業
、
農

家
、
自
治
体
な
ど
毎
年
地

域
に
再
投
資
を
繰
り
返
す

こ
と
で
仕
事
が
生
ま
れ
生

活
が
維
持
拡
大
さ
れ
る
。

市
内
業
者
へ
の
工
事
発
注
、

物
品
調
達
の
現
状
は
。
ま

た
産
業
連
関
表
を
活
用
し
、

地
域
経
済
構
造
や
市
の
事

業
の
経
済
波
及
効
果
を
把

握
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

国
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推

進
の
予
算
化
を
し
て
い
る
。

経
済
波
及
効
果
の
高
い
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
拡

充
す
べ
き
だ
。

 

六
次
産
業
支
援
、
地

産
地
消
、
農
商
工
観
連
携
、

金
融
機
関
と
の
連
携
協
定

を
実
施
し
地
域
内
経
済
循

環
に
努
め
て
い
る
。

　
平
成
27
年
度
の
市
内
受

注
は
建
設
工
事
が
88
％
、

物
品
調
達
が
53
％
で
あ
る
。

　
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ

ム
（
通
称
リ
ー
サ
ス
）
の

活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
の
住
宅
改
修
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
空
き
家

対
策
と
関
連
付
け
な
が
ら

の
政
策
化
が
必
要
で
あ
る
。3 万 3000 Ｖの高圧送電線電柱工事

田 中 邦 生
日 本 共 産 党

米
軍
基
地
受
入
条
件
は
守
ら
れ
て

い
な
いし

っ
か
り
と
履
行
さ
れ
る
よ
う

確
認
す
る

市
長

 

教
育
条
件
の
充
実
に

向
け
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
よ

り
安
全
な
運
行
を
担
保
す

る
た
め
に
入
札
の
あ
り
方

も
含
め
た
総
合
的
な
見
直

し
が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

旧
町
域
で
の
中
学
バ
ス
通

学
支
援
の
差
は
解
消
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
小
中
学

校
の
特
別
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
の
予
定
は
あ
る

か
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
導

入
に
際
し
て
研
修
な
ど
の

準
備
体
制
の
充
実
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

整
備
担
当
者
も
置

い
て
定
期
的
に
点
検
す
る

な
ど
安
全
確
保
に
努
め
て

い
る
。
よ
り
安
全
性
を
高

め
る
こ
と
は
検
討
し
た
い
。

大
宮
五
十
河
地
区
へ
は
秋

か
ら
朝
夕
２
便
体
制
の
バ

ス
を
運
行
す
る
。
峰
山
五

箇
地
区
、
久
美
浜
河
内
地

区
は
学
校
や
保
護
者
等
の

要
望
を
聞
き
、
他
と
も
調

整
を
と
り
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
特
別
教

室
の
エ
ア
コ
ン
は
も
う
少

し
先
に
な
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

に
関
し
て
は
４
、
５
年
先
に

な
る
が
財
政
と
協
議
し
導

入
し
て
い
き
た
い
。

働
き
方
、
処
遇
改
善
を

 

市
の
臨
時
職
員
の
給

与
改
善
や
教
職
員
の
過
労

死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
の
超

過
勤
務
の
状
況
改
善
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

 

28
年
４
月
に
市
臨

時
職
員
給
与
改
定
を
し
た
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
関

し
て
の
国
の
動
向
や
人
勧

の
状
況
を
見
据
え
た
い
。

ボ
ー
ナ
ス
支
給
は
課
題
。

現
業
職
員
の
退
職
不
補
充

方
針
は
変
わ
ら
な
い
。
総

合
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
も

引
き
続
き
福
利
厚
生
等
待

遇
改
善
に
努
め
る
。

 

教
職
員
超
過
勤
務

は
大
き
な
課
題
だ
と
感
じ

て
お
り
解
消
に
む
け
て
取

り
組
む
。
冬
季
ノ
ー
部
活

デ
イ
の
設
定
な
ど
学
校
と

相
談
し
て
い
く
。

丹
後
の
高
校
再
編
問
題

 

再
編
計
画
に
つ
い
て
市

教
委
と
し
て
ど
ん
な
こ
と

が
で
き
る
の
か
。

 

具
体
的
な
学
科
な

ど
の
内
容
提
示
が
な
さ
れ

て
い
な
い
の
で
引
き
続
き

要
請
し
て
い
く
。

安全第一。入札制度の総合的改善が必要
橋本まり子

日 本 共 産 党

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全
確
保
に
努

め
る
べ
き

よ
り
安
全
性
を
高
め
る
こ
と
を

検
討
し
た
い

市
長
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◆一般質問

 

市
長
公
約
の
大
型
事
業

や
事
務
事
業
見
直
し
で
地
域

整
備
、
地
域
要
望
の
実
現
を
。

 

合
併
特
例
措
置
の
終

了
で
歳
入
減
が
見
込
ま
れ

る
。
歳
入
に
見
合
っ
た
事

務
事
業
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て

は
、
現
在
精
査
中
で
あ
る
。

 

多
く
出
さ
れ
て
い
る
地

域
要
求
の
実
現
に
向
け
て

地
域
協
働
型
小
規
模
公
共

事
業
費
の
拡
充
を
。

 

予
算
を
増
額
す
る
な

ど
、
一
定
の
拡
充
を
行
い

小
規
模
事
業
に
つ
い
て
は

市
民
局
で
対
応
で
き
る
よ

う
に
改
善
し
て
い
る
。

地
域
の
高
齢
化
問
題

 

地
域
の
高
齢
化
が
進
み

地
域
自
治
が
後
退
し
て
い

る
。
支
援
策
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

 

小
集
落
に
共
通
し
た

課
題
解
決
に
向
け
て
、
本

年
度
『
市
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
』
で
も
検
討
を
始
め

る
予
定
で
あ
る
。

地
区
各
種
委
員
の
過
重
負

担
の
解
消
に
つ
い
て

 

地
区
区
長
、
民
生
児
童

委
員
の
過
重
な
負
担
が
多

い
と
の
声
が
出
て
い
る
が

対
策
や
支
援
策
の
検
討
が

必
要
で
は
。

 

地
区
の
区
長
、
民
生

児
童
委
員
の
負
担
が
増
え

て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
民
生
児
童
委
員
の
負

担
解
消
に
つ
い
て
は
、
社

協
に
委
託
し
て
い
る
『
絆

ネ
ッ
ト
事
業
』
で
負
担
を

減
少
す
る
よ
う
昨
年
か
ら

対
策
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
局
の
拡
充
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員

増
を

 

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
に
も
市
民
局
の
拡
充

と
介
護
相
談
充
実
の
た
め

に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
人
員
増
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
。

 

合
併
後
、
市
職
員

数
の
減
少
は
あ
る
が
、
現

体
制
で
出
来
る
限
り
の
対

応
で
改
善
し
て
い
き
た
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
体
制
に
つ
い
て
は
、
検

討
し
て
い
く
。

市民局で市民サービスの向上を
松 本 直 己

日 本 共 産 党

市
長
公
約
の
事
業
見
直
し
で
地
域

整
備
費
拡
充
を

歳
入
に
あ
っ
た
事
務
事
業
見
直

し
を
行
っ
て
い
る

市
長

 

認
知
症
の
方
が
家
族
が

目
を
離
し
た
隙
に
家
を
出

て
遠
く
ま
で
行
っ
て
、
な

か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
。
徘
徊
高
齢
者

へ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
携
帯
電
話

購
入
へ
の
補
助
金
や
機
器

貸
与
な
ど
の
制
度
を
創
設

し
、
見
守
り
に
役
立
つ
よ

う
に
す
べ
き
で
は
。

 
 

補
助
金
制
度
な
ど

を
府
下
で
12
自
治
体
が
、

行
っ
て
い
る
が
、
約
36
％

し
か
携
帯
し
て
い
な
い
と

い
う
課
題
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま

え
今
後
検
討
し
て
い
く
。

乳
が
ん
検
診
の
充
実
を

 
乳
が
ん
は
、
女
性
が

な
る
が
ん
の
第
一
位
だ
が
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
で

治
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

対
象
年
齢
が
40
歳
以
上
か

ら
を
30
歳
以
上
に
な
ら
な

い
か
。

 

国
の
指
針
に
沿
っ

て
、
死
亡
率
を
減
少
さ
せ

る
観
点
か
ら
40
歳
以
上
、

２
年
に
一
回
と
し
て
い
る
。

 

検
診
方
法
に
は
、
視
触

診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
が

あ
る
が
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

に
抵
抗
を
感
じ
る
方
も
あ

る
。
超
音
波
検
診
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

 

国
の
指
針
で
は
、
死

亡
率
減
少
に
つ
な
が
ら
ず
、

推
奨
し
な
い
と
な
っ
て
い

る
。
乳
腺
濃
度
の
高
い
、

40
歳
以
上
で
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
と
併
用
し
た
場
合
発

見
率
が
高
い
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

 

働
い
て
い
る
方
に
と
っ

て
は
、
日
曜
日
の
検
診
は

大
変
あ
り
が
た
い
が
「
知

ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
方

も
あ
っ
た
。
日
程
の
お
知

ら
せ
が
十
分
な
の
か
。

 

毎
年
、
世
帯
ご
と
へ

の
お
知
ら
せ
、
節
目
の
方

へ
は
郵
送
で
通
知
を
し
て

い
る
。
お
知
ら
せ
版
に
も

掲
載
し
て
い
る
。

学
校
統
廃
合
の
総
括
を

 

統
廃
合
の
総
括
が
統
合

後
一
回
の
意
見
聴
取
で
は

不
十
分
で
は
。

 

問
題
は
聞
い
て
い
な

い
。

徘徊者の早期発見の手立てに
平林智江美

日 本 共 産 党

徘
徊
高
齢
者
へ
の
対
策
の
充
実
を

Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
携
帯
電
話
な
ど
へ
の

補
助
制
度
を
検
討
す
る

市
長
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◆一般質問

 

ま
ち
づ
く
り
事
業
補

助
金
が
市
民
局
に
よ
っ
て

は
既
に
資
金
が
な
い
と
い

う
状
況
が
あ
る
。
例
え
ば

公
民
館
が
雨
漏
り
し
た
な

ど
緊
急
の
場
合
に
対
応
で

き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
。

 

市
民
局
間
で
融
通
を

行
う
な
ど
し
て
い
る
。
今

後
に
つ
い
て
は
申
請
期
間

を
定
め
る
、
緊
急
時
の
た

め
に
資
金
を
留
保
し
て
お

く
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

 

交
付
状
況
が
地
区
に

よ
っ
て
濃
淡
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
。

 

区
長
会
で
よ
り
丁
寧

な
説
明
と
、
市
民
局
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
推
進
委
員

を
活
用
し
な
が
ら
補
助
金

の
広
報
に
努
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て

 

網
野
み
な
み
保
育
所
の

事
故
後
、
他
園
へ
の
周
知

は
ど
の
よ
う
に
し
た
か
。

 

事
故
状
況
を
連
絡

し
、
登
校
園
児
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
で
確
認
し
た
。
全
保

護
者
宛
て
に
駐
車
場
内
で

の
安
全
運
行
と
子
ど
も
の

安
全
確
保
を
お
願
い
す
る

文
書
を
配
布
し
た
。

 

駐
車
場
の
安
全
面
に
対

し
て
対
応
は
。

 

ハ
ー
ド
面
の
整
備
は

予
算
も
伴
う
の
で
す
ぐ
に

は
で
き
な
い
。
よ
り
安
全

性
が
高
ま
る
よ
う
検
討
し

た
い
。
注
意
の
呼
び
か
け

な
ど
、
人
的
な
対
応
を
優

先
し
て
い
く
。

 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
一
部

に
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
が
な

い
と
い
う
話
が
あ
る
が
。

 

把
握
し
て
い
な

い
。
古
い
も
の
は
つ
い
て

い
な
い
も
の
も
あ
る
。

 

設
置
の
予
定
は
。

 

今
後
、
安
全
性
を

高
め
る
取
り
組
み
の
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
の
検
討

は
。

 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
も

公
用
車
の
一
部
と
い
う
こ

と
で
検
討
し
て
い
る
が
予

算
も
か
か
る
。
た
だ
安
全

性
が
高
ま
る
と
い
う
認
識

は
持
っ
て
い
る
。
将
来
的

に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

全
体
の
中
で
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

子どもの安全が第一
東 田 真 希

丹 政 会

子
ど
も
の
安
全
は
何
よ
り
優
先
さ

れ
る
べ
き

市
も
全
力
で
取
り
組
む

市
長

 

本
市
の
地
方
創
生
と
は

ど
の
よ
う
な
政
策
か
。

 

本
市
で
は
、
総
合
戦

略
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
、
結
婚
、
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
る
こ
と
の
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

 

国
が
支
援
す
る
３
つ
の

支
援
と
は
。

 

地
方
創
生
の
三
本
の

矢
と
し
て
、
情
報
支
援
で

は
、
地
域
経
済
分
析
シ
ス

テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
が

あ
り
、
地
方
版
総
合
戦
略

の
構
築
に
活
用
し
て
い
る
。

人
材
支
援
で
は
、
地
方
創

生
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
各

府
省
庁
の
相
談
窓
口
と
な

り
、
本
市
に
も
経
済
産
業

省
よ
り
支
援
を
う
け
、
地

方
創
生
統
括
官
の
職
が
あ

る
。
財
政
支
援
で
は
、
地

方
創
生
の
事
業
に
対
し
交

付
金
を
支
給
す
る
。

 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
現
状
は
。

 

４
つ
の
基
本
的
視
点

か
ら
、
仕
事
の
創
出
と
し

て
、
新
シ
ル
ク
産
業
、
ふ

る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の

推
進
。
新
し
い
人
の
流
れ

を
促
進
す
る
夢
ま
ち
創
り

大
学
、
海
の
京
都
、
観
光

Ｄ
Ｍ
Ｏ
等
を
推
進
。
結
婚
、

出
産
と
子
育
て
の
希
望
を

叶
え
る
環
境
整
備
で
は
、

保
育
料
の
値
下
げ
、
移
住
・

定
住
支
援
員
の
配
置
、
お

試
し
住
宅
。
安
心
し
た
暮

ら
し
を
守
る
。
地
域
連
携

で
は
、
Ｅ
Ｖ
乗
合
タ
ク
シ
ー

導
入
、
社
会
的
孤
立
者
支

援
等
の
実
施
。

 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

は
取
り
組
む
の
か
。

 

地
域
再
生
計
画
と
し

て
、
申
請
が
可
能
、
本
税

制
を
活
用
し
て
、
推
進
で

き
る
政
策
を
模
索
し
た
い
。

鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

 

防
除
対
策
の
現
状
は
。

 

捕
獲
、
防
除
対
策

を
総
合
的
に
行
っ
て
い
る
。

昨
年
は
過
去
最
高
の
捕
獲

頭
数
と
な
っ
た
。

 

比
治
の
里
の
稼
働
状
態

は
。 

熟
成
室
の
規
模
、
浄

化
槽
の
能
力
を
鑑
み
、
フ

ル
稼
働
で
あ
る
。

 

今
後
の
計
画
は
。

 

焼
却
処
理
、
微
生
物

処
理
等
、
処
理
方
法
を
模

索
し
て
い
る
。

稼働 5 年目を迎えたぼたん・もみじ比治の里
中 野 勝 友

丹 政 会

京
丹
後
市
と
し
て
の
地
方
創
生
と

は

積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
援

す
る
政
策
で
あ
る

市
長
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◆一般質問

 

人
口
問
題
研
究
所
の
発

表
に
よ
る
と
、
２
０
６
０

年
、
日
本
の
20
代
～
30
代

の
女
性
の
人
口
が
市
町
村

で
は
６
割
～
８
割
減
少
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
国

は
こ
の
こ
と
に
対
応
す
る

た
め
、
地
方
創
生
を
進
め

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛

け
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
地
方
創
生
は
今
ま
で
の

施
策
と
違
い
、
国
と
地
方
、

官
と
民
の
在
り
方
を
根
本

か
ら
変
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
失

敗
す
る
と
日
本
の
存
続
す

ら
危
う
い
と
危
機
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
長
も
腹
を
据
え
て
人
口

減
少
に
取
り
組
む
覚
悟
が

あ
る
か
。

 

合
併
の
一
つ
の
要

因
が
、
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
に
あ
っ
た
と
思
う
。

国
が
ど
う
で
あ
れ
、
本
市

は
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で

い
た
。
国
も
改
め
て
方
針

を
立
て
た
の
で
、
こ
の
機

会
を
捉
え
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

 

一
人
の
消
費
額
は
年
間

１
２
４
万
円
と
試
算
さ
れ

て
い
る
。
単
純
に
市
内
の

消
費
が
１
０
０
万
円
と
す

る
と
、
市
は
年
間
７
億
円

の
消
費
が
減
っ
て
い
る
計

算
に
な
る
。
日
本
の
産
業

構
造
は
、
製
造
業
は
売
上

３
割
、
農
業
、
漁
業
、
観

光
は
７
割
と
試
算
し
て
い

る
。
こ
こ
の
底
上
げ
が
必

要
だ
と
言
っ
て
い
る
。
市

長
は
何
を
重
点
的
に
取
り

組
む
の
か
。

 

京
丹
後
市
に
お
い
て

は
一
次
産
業
の
生
産
性
を

上
げ
る
事
が
大
き
な
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
人
口

が
減
少
し
て
も
、
今
の
生

産
性
を
維
持
し
て
い
く
事

が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
対

策
を
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

 

人
口
減
少
対
策
は
他
市

の
ま
ね
を
し
て
も
駄
目
だ

と
思
う
。
財
力
の
豊
か
な

市
に
は
勝
て
な
い
。
京
丹

後
市
独
自
の
施
策
が
必
要

と
思
う
が
。

 

今
は
子
育
て
支
援

も
都
会
で
も
や
っ
て
い
る
。

違
っ
た
切
り
口
が
必
要
と

思
う
。
将
来
こ
の
町
に
帰
っ

て
来
た
く
な
る
、
そ
う
し

た
施
策
を
今
後
も
発
信
し

て
い
き
た
い
。

地方創生は一次産業から
池 田 惠 一

丹 政 会

地
方
創
生
、
腹
を
据
え
て
取
り
組

む
の
かし

っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い

市
長

 

市
組
織
に
５
年
ぶ
り
に

設
置
し
た
①
「
政
策
総
括

監
」、
②
「
広
報
広
聴
統
括

官
」
の
役
割
と
は
。

 

①
は
地
方
創
生
②
は

有
識
者
会
議
を
含
め
市
民

へ
の
広
報
広
聴
に
対
応
。

 

市
役
所
の
組
織
系
統
は

ス
リ
ム
化
と
簡
素
化
で
行

政
執
行
が
理
想
的
に
働
く
。

総
括
監
及
び
統
括
官
は
組

織
の
混
乱
を
招
く
。
制
度

を
廃
止
す
べ
き
で
は
。

 

任
期
は
１
年
。
業
務

が
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

調
整
と
総
合
戦
略
の
た
め

に
も
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

 

市
長
は
「
事
業
の
見
直

し
」
を
行
う
と
し
て
い
る

が
意
義
と
目
的
は
。

 
今
後
の
合
併
特
例
措

置
の
縮
小
に
対
応
し
、
歳

入
に
見
合
っ
た
財
政
と
事

業
の
縮
減
を
図
る
。

 

事
業
見
直
し
で
は
政

治
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

政
策
な
き
安
易
な
補
助
金

カ
ッ
ト
、
ま
た
一
律
カ
ッ

ト
は
し
な
い
よ
う
に
。
ま

た
市
民
や
関
係
団
体
へ
の

配
慮
や
、
歴
史
や
文
化
伝

統
事
業
な
ど
後
世
に
残
す

べ
き
事
業
な
ど
政
策
的
目

標
と
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
っ
て
行
う
べ
き
で
は
。

 

そ
の
通
り
で
あ
る
。

難
し
い
厳
し
い
見
直
し
と

な
る
が
、
丁
寧
に
説
明
し

理
解
を
求
め
て
い
く
。

 

市
長
の
政
策
「
市
民

自
治
の
支
援
と
地
域
自
治

の
強
化
」
に
は
本
庁
の
機

能
と
権
限
の
分
散
が
必
要
。

市
民
局
や
自
治
区
に
権
限

と
財
源
を
与
え
自
主
的
自

治
の
醸
成
が
必
要
で
は
。

 

そ
の
事
は
全
国
に
も

例
が
あ
り
、
今
後
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
で
調
査
す
る
。

 

野
間
・
五
十
河
な
ど
の

診
療
所
は
開
所
日
が
激
減

し
医
療
過
疎
地
と
な
っ
て

い
る
。
診
療
日
の
一
日
の

空
白
は
命
に
関
わ
る
。
市

民
の
権
利
「
健
康
と
医
療

の
公
平
な
享
受
」
が
忘
れ

ら
れ
て
い
る
。
開
所
日
の

増
設
が
望
ま
れ
る
が
。

 

ま
ず
市
立
病
院
の
医

師
の
確
保
と
体
制
づ
く
り

が
優
先
。
そ
の
上
で
派
遣

と
増
設
を
考
え
る
。

 

健
康
管
理
体
制
は
。

 

地
域
包
括
ケ
ア
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
る
。

診療開所日数の増加を（野間診療所）
行 待　 実

清 和 会

事
業
の
見
直
し
は
明
確
か
つ
慎
重

に
！

丁
寧
に
見
直
し
を
行
う

市
長
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◆一般質問

 

本
庁
舎
機
能
を
峰
山
庁

舎
近
辺
に
集
中
す
る
現
在

の
計
画
は
国
で
い
え
ば
首

都
を
ど
こ
に
置
く
か
の
よ

う
な
大
問
題
だ
が
正
面
か

ら
議
論
は
行
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
昨
年
２
月
の
本

庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
第

１
回
目
の
会
議
で
本
庁
舎

機
能
を
峰
山
庁
舎
及
び
そ

の
周
辺
に
で
き
る
だ
け
集

約
化
す
る
こ
と
を
即
日
多

数
決
で
決
定
し
答
申
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
膨
大
な
資

料
は
驚
い
た
こ
と
に
当
日

配
付
さ
れ
た
。
な
ぜ
事
前

に
配
付
し
な
か
っ
た
の
か

お
尋
ね
す
る
。

 

資
料
の
内
容
情
報
が

出
て
い
き
誤
解
が
生
じ
て

は
具
合
が
悪
か
っ
た
。

 

４
年
前
の
答
申
で
は

峰
山
庁
舎
又
は
そ
の
周
辺
、

大
宮
庁
舎
又
は
そ
の
周
辺

と
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

あ
た
か
も
峰
山
庁
舎
及
び

そ
の
周
辺
と
答
申
さ
れ
て

い
た
か
の
よ
う
な
素
案
を

市
は
提
出
し
た
が
そ
の
理

由
は
。

 
素
案
づ
く
り
で
は
あ

や
ふ
や
な
言
葉
を
絞
っ
て

い
く
の
が
方
針
。

 

委
員
会
で
は
峰
山
庁
舎

に
集
約
す
る
こ
と
に
つ
い

て
反
論
が
出
た
が
、
市
は

ど
こ
か
違
っ
た
場
所
と
な

れ
ば
こ
れ
ま
で
の
議
論
が

元
に
戻
っ
て
し
ま
う
と
説

明
し
議
論
を
リ
ー
ド
し
た

が
、
何
故
元
に
戻
っ
て
し

ま
う
の
が
困
る
の
か
。

 

ど
う
説
明
し
た
ら
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

 

実
質
的
な
議
論
も
し
な

い
ま
ま
、
賛
成
多
数
と
し

て
本
庁
舎
を
峰
山
庁
舎
近

辺
に
置
く
基
本
方
針
を
決

定
し
た
が
市
民
の
信
頼
と

共
感
を
大
き
く
毀
損
す
る

こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

 

会
議
が
成
立
し
た
以

上
、
委
員
は
理
解
し
た
う

え
で
結
論
を
出
し
た
の
だ

ろ
う
。

 

市
長
が
現
計
画
を
中
断

さ
れ
た
の
は
評
価
で
き
る

が
い
つ
ま
で
中
断
さ
れ
る

の
か
。
あ
る
い
は
白
紙
に

戻
し
て
再
検
討
さ
れ
る
の

か
方
針
を
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

 

改
め
て
説
明
で
き
る

よ
う
し
っ
か
り
と
検
討
す

る
。
議
会
の
承
認
を
得
る

努
力
を
す
る
。

浜岡大二郎
創 明

本
庁
舎
問
題
は
、
根
本
か
ら
再
議

論
を

改
め
て
説
明
で
き
る
よ
う
検
討

す
る

市
長

揺れる本庁舎問題

 

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
認
知
症
な
ど
で

行
方
不
明
に
な
ら
れ
た
方

を
早
く
安
全
に
保
護
す
る

見
守
り
支
援
シ
ス
テ
ム
）

の
事
前
登
録
者
数
は
。

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

事
前
登
録
者
は
41
名
。
民

生
委
員
が
認
知
症
の
方

１
２
７
世
帯
に
関
わ
っ
て

い
る
。

 

本
市
で
こ
れ
ま
で
徘
徊

高
齢
者
の
捜
索
件
数
は
７

件
で
、
出
動
日
16
日
、
出

動
人
員
１
７
０
３
人
、
出

動
手
当
２
７
２
万
５
千
円

と
消
防
団
員
の
方
々
に
大

変
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま

た
、
行
方
不
明
者
の
生

存
率
は
、
当
日
発
見
82
・

5
％
翌
日
63
・
8
％
３
～

４
日
21
・
4
％
５
日
以
降

０
％
と
い
う
調
査
結
果
が

あ
る
。
一
刻
も
早
い
発
見

が
必
要
で
あ
り
、
徘
徊
高

齢
者
の
居
場
所
検
索
に
係

る
利
用
経
費
に
補
助
制
度

が
創
設
で
き
な
い
か
。

 

本
人
が
外
出
時
に

器
具
を
身
に
着
け
て
も
ら

え
る
か
課
題
で
も
あ
る
が
、

早
期
発
見
の
有
効
な
対
策

で
も
あ
り
、
実
施
に
向
け

て
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

市
の
税
金
・
料
金
を
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で

 

市
の
税
金
・
料
金
は
コ

ン
ビ
ニ
納
付
が
で
き
、
病

院
診
察
料
も
カ
ー
ド
で
支

払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
利
便
性
が
向
上
し
て
い

る
。
カ
ー
ド
で
の
支
払
い

が
普
及
し
て
い
る
中
で
、

市
の
税
金
・
料
金
が
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済
で

き
な
い
か
。

 

市
の
税
金
・
料
金
の

収
納
シ
ス
テ
ム
は
、
府
下

の
市
町
村
と
共
同
運
用
し

て
い
る
。
カ
ー
ド
対
応
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
全
体

の
改
修
に
多
額
の
費
用
が

掛
か
る
の
で
、
他
の
団
体

や
国
税
の
取
り
扱
い
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

 

市
単
独
で
の
シ
ス
テ
ム

変
更
の
改
修
費
用
は
。

 

単
独
で
シ
ス
テ
ム
全

体
を
改
修
す
る
と
、
ハ
ー

ド
整
備
や
シ
ス
テ
ム
開
発

な
ど
で
１
０
０
０
万
円
以

上
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
。位置情報を確認できる商品

吉 岡 豊 和
創 明

徘
徊
高
齢
者
居
場
所
検
索
の
利
用

経
費
に
補
助
を

実
施
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
き
た
い

市
長
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◆一般質問

 

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
課
題
は
。

 

観
光
地
の
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
、
情
報
発
信
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
戦
略
策
定
を

担
う
観
光
の
推
進
主
体
で

あ
る
。
観
光
課
題
は
、
関

係
者
と
の
連
携
、
デ
ー
タ

収
集
分
析
、
民
間
主
導
が

不
十
分
と
さ
れ
て
い
る
。

地
域
の
多
様
な
関
係
者
を

巻
き
込
み
、
科
学
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
地
域

の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
し
て

観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う

と
さ
れ
て
い
る
。

 

「
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

 

各
地
域
の
Ｐ
Ｒ
だ
け

で
は
不
足
し
て
い
た
こ
と

が
、
７
市
町
が
連
携
す
る

こ
と
で
広
域
的
な
Ｐ
Ｒ
が

効
率
的
効
果
的
な
戦
略
と

し
て
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
観
光
協
会
も
、
第
二

種
の
旅
行
業
の
登
録
と
な

り
、
広
域
な
旅
行
商
品
を

扱
う
こ
と
が
で
き
、
商
品

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
つ

な
が
り
、
今
後
は
滞
在
型

旅
行
形
態
の
推
進
を
考
え

て
い
る
。

観
光
立
市
と
し
て
環
境
整

備
の
促
進
を

 

海
水
浴
場
内
の
施
設
整

備
の
検
討
は
。

 

府
の
施
設
は
、
今
年

度
か
ら
府
と
情
報
の
連
携

を
強
化
し
、
25
件
の
修
繕

を
行
っ
た
。

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

 

サ
ル
の
被
害
状
況
と
対

策
に
つ
い
て
は
。

 

丹
後
町
域
に
生
息
し

て
い
る
５
群
共
に
、
加
害
・

人
慣
れ
レ
ベ
ル
が
高
く
、

農
作
物
被
害
や
生
活
環
境

被
害
も
出
て
い
る
。
平
成

26
年
に
個
体
数
調
整
計
画

を
策
定
し
現
在
、
順
調
に

捕
獲
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

 

サ
ル
追
い
払
い
隊
に
つ

い
て
の
役
割
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
は
。

 

業
務
は
サ
ル
の
個
体

数
調
整
に
必
要
と
な
る
行

動
調
査
を
目
的
と
し
た
組

織
で
あ
る
。
こ
の
調
査
を

基
に
個
体
数
調
整
を
策
定

し
て
い
る
た
め
、
今
後
の

調
査
で
も
重
要
視
し
て
い

る
。

乗原地区に設置されているサル捕獲檻
櫻 井 祐 策

新 星 会

観
光
立
市
と
し
て
の
方
向
性
に
つ

い
て

戦
略
的
な
検
知
に
基
づ
き
、
広
域

的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

市
長

 

有
識
者
会
議
の
独
自

性
と
目
的
、
有
効
性
は
。

 

有
識
者
会
議
は
経
験

豊
か
な
方
に
市
政
に
つ
い

て
意
見
を
伺
う
場
と
し
て

い
る
。
必
要
に
応
じ
て
随

時
開
催
し
て
お
り
、
第
１

回
目
は
「
総
合
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
」
と
し
て

開
催
し
た
。

 

市
民
の
声
を
聞
く
「
市

長
と
フ
ラ
ッ
ト
座
談
会
」

と
は
。

 

市
民
の
皆
さ
ん
の
生

の
声
を
聞
く
場
。
情
報
と

し
て
、
政
策
と
し
て
現
場

の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
ひ
と
つ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
や
意
見
を
聞
く
場
で
あ

る
と
考
え
る
。
市
側
の
出

席
者
を
少
数
と
し
、
話
が

し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し

て
い
る
。
７
月
か
ら
行
い

６
回
75
人
の
方
々
と
話
を

し
た
。
今
後
も
続
け
た
い
。

 

職
員
の
声
を
聞
く
「
ラ

ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と

は
。 

市
政
を
運
営
し
て
い

く
中
で
、
市
の
職
員
と
も

意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。
昼
の
時
間

を
使
っ
て
食
事
を
し
な
が

ら
テ
ー
マ
は
設
け
ず
日
常

会
話
の
中
で
職
場
の
声
も

聞
い
て
い
る
。

 

市
長
が
思
う
市
民
の
生

活
の
向
上
と
は
。

 

所
得
向
上
の
確
保
安

心
安
全
が
二
本
柱
。
働
く

場
所
の
確
保
、
創
出
が
不

可
欠
で
あ
り
、
情
報
発
信
、

企
業
誘
致
活
動
を
し
っ
か

り
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、

安
心
安
全
の
確
保
、
市
民

病
院
の
経
営
強
化
、
他
の

医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
、

防
災
・
防
犯
の
取
り
組
み

を
強
化
し
た
い
。

学
校
教
育
の
中
で
の
特
別

授
業
に
つ
い
て

 

通
常
授
業
以
外
に
子
ど

も
た
ち
の
将
来
の
夢
や
向

上
心
の
た
め
、
外
部
講
師

を
招
い
て
特
別
授
業
の
組

み
入
れ
は
可
能
か
。

 

良
い
刺
激
や
新
た

な
視
点
や
気
づ
き
の
た
め

に
学
校
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
年
間
計
画
は
あ
る
が

講
師
の
紹
介
等
、
ま
ず
教

育
委
員
会
に
相
談
を
し
て

ほ
し
い
。

市民の暮らしの向上を
平 井 邦 生

新 星 会

市
長
が
思
う
市
民
の
生
活
の
向
上

と
は

所
得
確
保
の
向
上
、
安
全
安
心
の

確
保
が
２
大
柱

市
長
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◆一般質問

 

少
子
化
、
過
疎
化
が
進

ん
で
い
る
。
対
応
策
は
あ

る
の
か
。

 

本
市
の
出
生
率
は
都

市
部
と
比
べ
高
い
水
準
だ

が
、
高
校
卒
業
後
、
若
年

層
を
中
心
に
都
市
部
に
流

出
し
、
専
門
学
校
や
大
学

卒
業
後
、
本
市
へ
の
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
者
が
少
な
い
。

出
生
率
の
低
下
で
人
口
減

少
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ

て
い
る
。
基
本
計
画
、
総

合
戦
略
を
見
直
し
て
、
第

二
次
総
合
計
画
で
定
住
人

口
、
交
流
人
口
合
わ
せ
て

五
万
人
か
ら
六
万
人
と
い

う
人
口
設
定
、
延
長
線
上

に
総
合
戦
略
、
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
が
一
体
と
な
っ
て
行
う

必
要
が
あ
る
。
も
う
一
度

七
万
五
千
人
が
い
い
か
悪

い
か
は
別
と
し
て
、
今
か

ら
進
め
て
い
く
上
で
他
の

計
画
と
整
合
性
と
合
わ
せ

て
し
っ
か
り
と
や
っ
て
行

く
。
今
の
状
況
を
一
刻
も

早
く
止
め
て
人
口
増
加
に

転
じ
た
い
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

 

人
材
不
足
の
解
消
策
は

あ
る
の
か
。

 

機
械
金
属
業
界
や
観

光
業
の
方
々
が
特
に
人
材

不
足
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
。

本
市
が
単
独
事
業
で
「
ふ

る
さ
と
就
職
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
て
、
就
職
を
目
指

す
学
生
は
も
と
よ
り
保
護

者
の
方
に
も
地
域
の
魅
力

あ
る
企
業
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
企
業
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
も
発
行
し
て
い
る
。

Ｕ
タ
ー
ン
就
労
者
の
住
宅

確
保
、
離
職
の
歯
止
め
に

つ
な
が
る
よ
う
な
支
援
が

な
い
か
と
言
っ
た
要
望
も

あ
る
。
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

の
支
援
策
を
関
係
部
署
と

連
携
し
て
研
究
、
検
討
す

る
。

市
民
の
要
望
に
つ
い
て

 

地
区
要
望
、
市
民
要
望

の
基
本
的
な
考
え
方
は
ど

う
か
。

 

地
区
要
望
は
多
岐
に

わ
た
る
も
の
が
あ
る
。
地

区
要
望
は
建
設
部
で
は
七

割
、
他
で
三
割
あ
る
、
地

域
の
声
を
最
大
限
に
聞
き

丁
寧
に
き
め
細
や
か
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

人材不足により稼働していない機械
中 野 正 五

新 星 会

少
子
化
が
進
ん
で
い
る
が
本
市
の

取
り
組
み
は

今
の
状
況
を
早
く
止
め
、
人
口

増
加
に
転
じ
た
い

市
長

 

地
方
創
生
を
推
進
す
る

事
業
は
こ
れ
か
ら
も
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
。

 

26
、
27
、
28
年
度

は
交
付
金
を
活
用
し
た
事

業
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
進
め
て
き
た
と
認
識
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
総

事
業
費
は
８
億
円
余
り
で
、

市
域
内
の
経
済
循
環
に
貢

献
し
て
き
た
。
今
後
も
地

方
創
生
推
進
に
活
用
で
き

る
交
付
金
に
対
し
て
、
積

極
的
に
申
請
し
て
い
く
。

 

例
え
ば
「
寄
り
添
い

支
援
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
は
日
々
の
生
活
や

就
労
な
ど
の
悩
み
の
相
談
・

支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

行
う
本
市
直
営
の
自
立
相

談
機
関
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー

の
評
価
は
高
い
。

ま
た
、
地
域
か
ら
の
要

望
が
多
い
道
路
整
備
な
ど

を
進
め
る
「
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
」
は

年
々
採
択
率
が
減
少
。
自

動
車
道
の
峰
山
Ｉ
Ｃ
ま
で

の
５
キ
ロ
間
も
、
今
こ
そ

京
都
府
や
国
に
頼
ら
な
け

れ
ば
予
算
が
つ
か
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
お
い

て
も
、
国
・
府
と
の
連
携
、

国
・
府
に
頼
っ
て
こ
そ
の

施
策
で
は
な
い
の
か
。

 

誰
一
人
置
き
去
り

に
し
な
い
社
会
に
向
け
て
、

本
市
が
国
・
府
と
の
積
極

的
な
連
携
の
も
と
で
実
現

し
た
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
。

道
路
整
備
に
お
い
て

は
、
ま
だ
課
題
は
た
く
さ

ん
あ
る
。
国
・
府
に
し
っ

か
り
と
要
望
し
て
い
く
。

 

福
祉
の
充
実
に
反
対
で

は
な
い
が
、
高
校
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
に
は
財

源
が
４
５
０
０
万
円
。
国

か
ら
の
補
助
金
は
無
く
市

単
独
事
業
で
あ
る
の
で
一

般
会
計
か
ら
の
持
ち
出
し

と
な
る
。
国
保
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
・
下
水
道
な
ど
の
特

別
会
計
は
厳
し
く
、
料
金

の
値
上
げ
の
可
能
性
も
あ

る
中
、
優
先
順
位
と
し
て

は
、
地
区
要
望
の
多
い
生

活
に
身
近
な
「
イ
ン
フ
ラ

福
祉
」
に
そ
の
財
源
を
充

て
る
べ
き
だ
が
。

 

特
別
・
企
業
会
計
に

お
い
て
は
独
立
採
算
の
原

則
も
あ
る
が
、
来
年
度
の

予
算
に
向
け
て
大
き
な
課

題
だ
と
捉
え
て
い
る
。

いかに進めていくのか、京丹後市の創生
金 田 琮 仁

新 星 会

国
や
府
に
頼
ら
な
い
ま
ち
づ
く

り
、
そ
れ
で
は
ダ
メ

国
や
京
都
府
と
緊
密
な
協
調
、

連
携
を
図
っ
て
い
く

市
長
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◆一般質問・意見書

 

６
月
２
日
に
、
ニ
ッ
ポ

ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
経
済

成
長
の
隘あ

い

ろ路
を
少
子
高
齢

化
に
正
面
か
ら
取
り
組
む

こ
と
が
、
新
た
な
経
済
社

会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
経

済
成
長
に
つ
な
が
る
定
義

と
さ
れ
て
い
る
が
ど
う
生

か
し
て
い
く
の
か
。

 

少
子
高
齢
化
、
過
疎

化
の
最
前
線
に
あ
り
、
最

優
先
課
題
で
あ
る
。
こ
の

プ
ラ
ン
が
市
民
の
安
心
感
、

ま
ち
の
創
生
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
お
り
財
源
的
な

支
援
も
含
め
期
待
す
る
。

 

プ
ラ
ン
の
中
に
は
先
進

地
の
有
望
事
例
等
を
全
国

展
開
す
る
事
業
も
示
さ
れ

て
お
り
、
積
極
的
に
国
に

対
し
て
手
を
上
げ
る
必
要

も
あ
る
と
考
え
る
が
。

 

今
、
説
明
さ
れ
た
こ

と
も
含
め
て
、
精
査
し
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

プ
ラ
ン
の
中
に
は
、
働

き
方
改
革
と
し
て
同
一
労

働
同
一
賃
金
へ
の
是
正
も

含
ま
れ
て
い
る
。
市
に
お

け
る
臨
時
職
員
の
賃
金
の

推
移
は
ど
う
か
。

 

合
計
６
６
３
人
で
、

一
般
事
務
員
は
１
日
単
価

６
６
２
０
円
、
時
間
単
価

は
８
５
０
円
で
あ
る
。
合

併
以
後
４
回
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。

 

国
の
検
討
会
議
の
資
料

で
は
、
パ
ー
ト
就
労
者
の

時
間
給
の
決
定
要
素
は
地

域
の
相
場
が
非
常
に
大
き

い
と
あ
る
。
合
併
以
後
の

一
般
事
務
員
の
時
間
単
価

は
30
円
し
か
ア
ッ
プ
し
て

い
な
い
。
一
方
で
最
低
賃

金
は
そ
の
期
間
で
１
３
３

円
上
昇
し
て
お
り
、
10
月

１
日
か
ら
は
全
国
平
均
で

さ
ら
に
25
円
ア
ッ
プ
に
な

る
。
結
果
と
し
て
地
域
の

パ
ー
ト
の
労
働
賃
金
を
抑

制
し
た
の
は
京
丹
後
市
と

の
側
面
も
あ
る
。
平
成
29

年
度
当
初
予
算
に
向
け
て

見
直
し
が
必
要
と
考
え
る

が
。 

一
般
行
政
職
の
給
料

表
を
採
用
し
て
お
り
、
高

卒
初
任
給
の
単
価
を
日
額

に
割
り
戻
し
て
決
定
し
て

い
る
。
公
務
職
場
に
つ
い

て
は
、
現
在
総
務
省
で
検

討
さ
れ
て
お
り
、
年
内
に

報
告
書
の
提
出
が
あ
る
。

国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。１億総活躍社会は京丹後市から

松 本 聖 司
無 会 派

1
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か

ま
ち
の
創
生
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る

市
長

返済不要の「給付型奨学金」の創設及び
　　　   無利子奨学金の拡充を求める意見書を国に提出
奨学金制度は、国立大学、私立大学とも授業料が高止まりしていることなどが背景となって、利用者

は平成 28 年度大学生らの四割にあたる 132 万人と増加傾向にある一方、非正規雇用者などによって卒
業後の収入が安定せず、奨学金の返済に悩む人が少なくない。
　そのような中、納税者である国民の理解も得つつ、学生が安心して勉学に励めるように、返済不要の

「給付型奨学金」の設立や無利子奨学金の拡充など具体的な経済支援策として、下記の事項について取り
組むことを強く求める。

記

1. 学ぶ意欲のある若者が経済的な理由で進学を断念することのないよう、奨学金や授業料減免などの支
　援を拡充するとともに、貧困の連鎖を断ち切るため、平成 29 年度を目途に給付型奨学金を設立する
　こと。
2. 希望するすべての学生等への無利子奨学金の貸与をめざし、「有利子から無利子へ」の流れを加速す
　るとともに、無利子奨学金の残存適格者を直ちに解消すること。
3. 低所得世帯については、学力基準を撤廃し無利子奨学金を受けられるようにすること。
4. 返還月額が所得に連動する新所得連動返還型奨学金制度については、これまでの制度を後退させるこ
　となく制度設計を着実に進め、既卒者への適用も推進すること。
　併せて、現下の低金利環境を踏まえ、有利子奨学金の金利を引き下げること。
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◆陳情・賛否一覧

議案に対する各議員の賛否一覧表

賛否の分かれた案件を記載しています。そのほかについては全員賛成で可決されました。

会派名 議
案
の
可
否

新星会 政友会 丹政会 日本共産党 清和会 創明 無会派

　　　　　　　　　議員名

　　 案 件

金
田
　
琮
仁

櫻
井
　
祐
策

中
野
　
正
五

平
井
　
邦
生

由
利
　
敏
雄

藤
田
　
　
太

水
野
　
孝
典

和
田
　
正
幸

池
田
　
惠
一

谷
津
　
伸
幸

中
野
　
勝
友

東
田
　
真
希

田
中
　
邦
生

橋
本
ま
り
子

平
林
智
江
美

松
本
　
直
己

谷
口
　
雅
昭

行
待
　
　
実

浜
岡
大
二
郎

吉
岡
　
豊
和

松
本
　
聖
司

京丹後市学校再配置基本計画の見直
しについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度京丹後市一般会計決算認
定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度京丹後市後期高齢者医
療事業特別会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度京丹後市介護保険事業
特別会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度京丹後市簡易水道事業
特別会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度京丹後市工業用地造成
事業特別会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度京丹後市水道事業会計
決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

京丹後市税条例及び京丹後市税条例
等の一部を改正する条例の一部改正
について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

《凡例　賛成：○　反対：×　退席：退　欠席：欠　除斥：除　松本経一議員は議長職のため表決権はありません。》

陳　情　名 陳　情　者 結　　果

米軍Ｘバンドレーダー基地問題に
関わる陳情書Ⅳ

米軍基地建設を憂う宇川有志の会

代表　三野　みつる

事務局長　永井　友昭

趣旨採択

陳情書 山腰　芳樹
継続審査
（産業建設常任委員会）

「治安維持法犠牲者国家賠償法」
（仮称）の制定を求める陳情

治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟

京丹後支部長　芝井　清生

副支部長　松村　満行

継続審査
（総務常任委員会）

若い人も高齢者も安心できる
年金を求める陳情書

全日本年金者組合丹後支部

支部長　増田　光夫

継続審査

（文教厚生常任委員会）

陳　　　　情
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◆視察

タブレット端末機導入の経過
と

運用状況を視察しました

～議会運営委員会　先進地視察～
７月２５日・２６日

【
視
察
概
要
】

①
神
奈
川
県
寒
川
町

◆
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
導
入

の
目
的

審
議
活
性
化
検
討
部
会
に

お
い
て
、
議
会
改
革
の
一
つ

と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

機
の
導
入
が
議
論
さ
れ
た
。

こ
の
中
で
①
関
係
資
料
と
し

て
、
年
間
10
万
枚
の
紙
類
の

使
用
②
資
料
の
作
成
や
資
料

の
差
し
替
え
に
費
や
さ
れ
る

労
務
時
間
③
資
料
保
管
場
所

や
廃
棄
処
理
コ
ス
ト
の
削
減

④
会
議
中
の
資
料
請
求
時
の

一
時
中
断
の
回
避
⑤
白
黒
印

刷
資
料
の
カ
ラ
ー
化
な
ど
の

課
題
が
あ
げ
ら
れ
た
。

◆
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
の
導

入
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
。

同
委
員
会
で
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
機
の
導
入
に
よ

る
コ
ス
ト
削
減
の
試
算
と
し

て
、
議
会
側
の
資
料
印
刷
に

か
か
る
見
込
額
と
し
て
約

92
万
円
が
削
減
で
き
る
と
考

え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
執
行

部
側
が
議
会
に
提
出
す
る
資

料
の
印
刷
コ
ス
ト
削
減
、
職

員
の
労
務
費
な
ど
の
コ
ス
ト

削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
た
。

②
神
奈
川
県
逗
子
市

◆
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
検
討

理
由①

定
例
会
で
は
、
保
管
用

の
も
の
と
は
別
に
多
い
時
に

は
一
人
あ
た
り
千
枚
以
上
の

議
案
資
料
が
配
布
さ
れ
、
膨

大
な
資
料
が
無
駄
に
な
っ
て

い
た
②
議
案
資
料
の
差
し
替

え
作
業
な
ど
、
労
務
負
担
が

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
③
経
費

削
減
の
た
め
、
図
表
や
写
真

が
白
黒
で
提
供
さ
れ
非
常
に

見
づ
ら
か
っ
た
④
委
員
会
審

査
中
の
資
料
請
求
に
よ
る
準

備
に
時
間
が
か
り
、
審
議
が

中
断
し
て
い
た
。

◆
導
入
に
よ
る
効
果

①
議
案
や
行
政
計
画
は
、

全
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
の
提
供
と
な

る
た
め
コ
ピ
ー
代
や
労
務
費

が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
②
暖

昧
な
事
項
に
関
し
て
会
議
中

で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
検
索

で
き
、
具
体
的
な
数
字
や
資

料
に
基
づ
い
た
議
論
が
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
議
員

の
質
問
力
向
上
に
つ
な
が
っ

た
③
資
料
が
あ
れ
ば
事
足
り

る
質
問
が
減
少
し
、
聞
く
べ

き
内
容
に
絞
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
審
査
時
間
が
短
縮
し

た
。

【
視
察
を
振
り
返
っ
て
】

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
の
導

入
の
経
緯
や
運
用
状
況
に
つ

い
て
、
実
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
機
を
使
用
し
な
が
ら
、

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
・
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
運
用
方
法
や

執
行
部
と
の
情
報
提
供
や
共

有
の
あ
り
方
な
ど
の
概
要
説

明
を
受
け
た
。

議
会
事
務
局
か
ら
の
連
絡

事
項
な
ど
情
報
の
共
有
が
で

き
る
こ
と
や
、
所
属
委
員
会

以
外
の
議
案
に
対
す
る
参
考

資
料
な
ど
も
共
有
で
き
る
こ

と
で
、
よ
り
深
く
議
案
審
査

が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
る
。

市
民
と
議
会
の
懇
談
会
で

も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
を
持

ち
込
む
こ
と
で
、
即
座
に
政

策
計
画
な
ど
を
図
表
や
写
真

で
示
し
、
参
加
者
に
説
明
が

で
き
る
こ
と
は
市
民
に
と
っ

て
も
有
用
で
、
逆
に
課
題
解

決
な
ど
に
向
け
た
情
報
を
執

行
部
側
に
伝
え
る
こ
と
も
で

き
、
議
会
に
と
っ
て
は
活
用

範
囲
が
広
い
。

本
市
の
場
合
は
、
議
案
な

ど
紙
ベ
ー
ス
の
膨
大
な
資
料

提
供
が
あ
り
、
整
理
や
活
用

に
憂
慮
し
て
い
る
実
態
が
あ

る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
で
情

報
が
閲
覧
で
き
る
こ
と
は
、

会
議
や
委
員
会
に
臨
む
う
え

で
資
料
の
整
理
が
で
き
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
考
え

る
。時

代
の
流
れ
と
も
い
え
る

が
、
コ
ス
ト
面
や
議
会
の
あ

り
方
を
考
え
る
と
、
今
後
、

本
市
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

機
の
導
入
を
検
討
す
る
必
要

性
は
大
い
に
感
じ
ら
れ
る
。タブレット端末を使って実践的な説明（寒川町）

議会 ICT化調査特別委員会を設置

◆委員会名称　　議会ＩＣＴ化調査特別委員会
◆設置の目的　　タブレットの導入等議会のＩＣＴ化を進めるため調査・検討を行う
◆設置の期間　　調査が終了するまで
◆委員の構成　　委員長　田中 邦生　　副委員長　谷津 伸幸
　　　　　　　　委　員　池田 惠一　　金田 琮仁　　谷口 雅昭　　橋本 まり子　　浜岡 大二郎
　　　　　　　　　　　　東田 真希　　平井 邦生　　松本 聖司　　水野 孝典

京丹後市議会委員会条例第６条の規定により、特別委員会が設置されました。議会運営委員会のタブレッ
ト導入先進地視察を受けて、ICT の内容や導入事例を調査し、本市議会での活用について検討を行ってい
きます。
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政務活動費の交付制度は、会派及び無会派議員
の行う調査研究等の活動に資するために必要な経
費の一部を交付するものです。本市議会では平成
27年度から運用を始めていますが、可能な限り使
途の透明性を確保するために、まず活動を行い、
審査を経て認められた金額が交付される完全後払
い方式を採用しています。

政務活動費
28年度上半期は
　  このような活動を行いました

会派・無会派議員 上半期（６月～９月）政務活動概要 上半期分交付確定額

新星会

 7 月 20 日～ 21 日　研修活動　参加人数（4）
 研修参加「地方創生について」東京都　総務省
 研修参加「気象災害軽減とイノベーション」東京
 都気象環境セミナー

143,840 円

政友会

 7 月 20 日～ 21 日　調査研究活動　参加人数（4）
 行政視察「蚕による医薬品製造」　藤岡市
 研修参加「地方創生について」　東京都　総務省
 行政視察「日本一おいしい学校給食の取り組み」　  
　東京都　足立区

171,360 円

丹政会

 7 月 20 日～ 22 日　調査研究活動　参加人数（4）
 研修参加「地方創生について」　東京都　総務省
 行政視察「発達支援事業の充実について」　小金
 井市

172,960 円

松本経一議員

 7 月 20 日〜 21 日　調査研究活動
 行政視察「蚕による医薬品製造」藤岡市　他
 8 月 8 日〜 9 日　研修活動
 研修参加「自治体病院経営・人口減少時代の医
　療介護」東京都

103,530 円

※交付にあたり提出された交付申請書、調査研究等計画書、調査研究等報告書、実績報告書、その他添付資料に

　つきましては、市議会ホームページ（http://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/）及び、市議会事務局で閲

　覧いただくことができます。

※ 28 年度の政務活動費交付対象期間は、市議会議員選挙が行われた関係で、6 月からとなっております。

※ 28 年度の政務活動費について交付申請を行った会派、無会派議員のうち、上半期に実績報告を行い、交付額

　が確定したものを掲載しています。申請していても、上半期の間に経費を伴った政務活動の実績がない等の場

　合は、今号では掲載していません。

◆政務活動費
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 市民と議会の懇談会
 市民と議会の懇談会
 市民と議会の懇談会
 市民と議会の懇談会

 まとめとご意見 まとめとご意見

主な内容

懇談テーマ 「地域の課題について」

・３月定例会、6 月定例会の概要報告
・市政に対する提言、議会活動などについて意見交換

（平成28年8月4日・5日開催分）

懇
談
会
に
お
け
る
参
加
者
の

意
見
な
ど
を
こ
こ
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

地
区
要
望
が
な
か
な
か

採
択
さ
れ
な
い
。
市
か
ら
は

優
先
順
位
が
低
い
と
の
理

由
が
示
さ
れ
る
が
、
不
満

だ
。
大
規
模
事
業
で
は
な
く
、

も
っ
と
生
活
に
身
近
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
す
る
と
か
、
地

元
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ

と
に
市
の
お
金
は
使
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

地
区
要
望
対
策
事
業
と

し
て
は
、
50
万
円
ま
で
の
地

域
協
働
型
小
規
模
公
共
事
業

が
あ
り
、
一
定
の
成
果
は
上

げ
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
要

望
事
業
に
お
い
て
は
優
先
度

評
価
基
準
の
制
度
も
で
き
て

お
り
、
今
後
生
か
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
維
持
、

修
繕
事
業
に
は
補
助
金
の
制

度
が
な
い
の
で
、
財
源
は
市

の
単
費
と
な
る
。

 

農
地
・
水
保
全
事
業
（
多

面
的
機
能
支
払
事
業
）
を
活

用
し
て
い
る
が
、
高
齢
化
に

よ
り
こ
れ
か
ら
先
の
事
業
の

継
続
に
不
安
が
あ
る
が
。

 

こ
の
事
業
は
、
地
域
の

手
で
農
地
・
農
業
用
水
や
地

域
環
境
を
守
る
取
り
組
み
を

支
援
す
る
も
の
で
あ
る
の

で
、
継
続
し
て
事
業
を
進
め

ら
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

 

有
害
鳥
獣
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
穴
を
掘
っ
て
放
り

込
ん
で
い
る
だ
け
で
骨
な
ど

が
む
き
出
し
に
な
っ
て
お

り
、
悪
臭
が
す
る
。
衛
生
上

も
よ
く
な
い
の
で
、
土
を
か

ぶ
せ
る
か
焼
却
処
分
な
ど
が

で
き
な
い
の
か
。

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

で
も
議
論
し
て
い
る
。
比
治

の
里
は
処
理
能
力
が
限
界
、

焼
却
処
理
も
必
要
で
は
な
い

か
と
提
案
も
し
て
い
る
。
埋

め
立
て
方
式
は
再
考
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

空
き
家
対
策
が
地
域
に

と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
。
調
査
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

 

空
き
家
対
策
協
議
会
で

計
画
を
つ
く
る
。
年
度
内
に

は
特
定
空
き
家
を
確
定
す

る
。
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
に
終
わ
っ
て
い

る
。

 

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

進
め
て
い
る
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

 

平
成
26
年
度
か
ら
３
カ

年
事
業
で
あ
り
、
今
年
度
で

奥
大
野
地
区
も
完
了
す
る
。

新
設
は
翌
年
度
に
な
る
。

 

新
し
い
住
宅
地
が
で
き

た
が
狭
く
て
通
り
抜
け
も
で

き
な
い
道
路
に
な
っ
て
い

る
。
除
雪
車
が
入
れ
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

 

除
雪
は
市
道
が
基
本
と

な
っ
て
い
る
。
市
道
は
必
ず

除
雪
す
る
が
、
民
有
地
に
は

入
れ
な
い
。
そ
の
旨
は
伝
え

て
お
く
。

 

大
宮
の
休
憩
所
・
ト
イ

レ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

 

調
査
段
階
で
あ
り
、
具

体
化
は
し
て
い
な
い
。

 

過
疎
化
の
問
題
で
、
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

よ
う
な
サ
ポ
ー
タ
ー
は
お
願

い
で
き
な
い
の
か
。

 

地
域
を
担
う
人
材
不
足

は
痛
感
し
て
い
る
。
議
会
で

も
議
論
し
て
い
く
。

 

災
害
時
に
お
け
る
危
機

管
理
シ
ス
テ
ム
は
で
き
て
い

る
の
か
。

 

危
機
管
理
監
も
配
置
さ

れ
て
い
る
し
、
防
災
計
画
も

見
直
し
た
。
ま
た
、
防
災
監

と
し
て
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
も
市
役

所
に
常
駐
し
て
い
る
。
宇
川

地
域
で
は
、
火
災
時
に
自
衛

隊
の
消
防
自
動
車
が
出
動
し

て
い
る
。

 

政
務
活
動
費
を
活
用
し

て
、
個
々
の
議
員
が
ど
の
よ

う
な
議
員
活
動
を
し
た
の

か
、
見
え
る
よ
う
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

 

議
会
だ
よ
り
に
は
会
派

ご
と
に
金
額
を
掲
載
、
一
般

質
問
に
役
立
て
て
い
る
議
員

も
多
く
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
活
動
の
報
告

書
を
掲
載
し
て
い
る
。
見
え

る
化
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

昨
年
９
月
か
ら
４
割
返

礼
と
な
り
ネ
ッ
ト
で
も
決
済

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
28
年

度
も
好
調
に
推
移
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

久美浜会場の報告会

◆市民と議会の懇談会
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◆市民の声、あとがき

ケーブルテレビ11ch・インターネット（http://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai）でご覧いただけます！
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待
望
の
山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
京
丹
後
大
宮
Ｉ
Ｃ
が
10

月
30
日
に
開
通
し
て
、
京
阪
神
な
ど
と
の
交
通
ア
ク
セ
ス

が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。
カ
ニ
解
禁
前
の
開
通
と
な
り
、

多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

今
議
会
は
決
算
認
定
を
主
に
審
査
し
ま
し
た
。
平
成
27

年
度
決
算
は
前
中
山
市
政
12
年
の
財
政
指
標
、
基
金
・
市

債
残
高
な
ど
集
大
成
の
数
値
で
あ
り
、
三
崎
市
政
の
ス
タ
ー

ト
の
数
値
で
も
あ
り
ま
す
。
普
通
交
付
税
の
減
額
が
は
じ

ま
っ
て
お
り
、
準
備
基
金
を
積
み
立
て
て
対
応
は
し
て
い

る
も
の
の
財
政
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う

い
う
現
状
の
中
で
今
後
は
、
不
要
不
急
な
事
業
や
、
税
・

料
金
の
見
直
し
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

市
の
将
来
を
考
え
て
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

◎
広
報
編
集
委
員
会

委
員
　
　  

中
野
　
勝
友

〃
　
　
　  

和
田
　
正
幸

〃
　
　
　  

平
井
　
邦
生

〃
　
　
　  

谷
津
　
伸
幸

委
員
長
　  

吉
岡
　
豊
和

副
委
員
長  

由
利
　
敏
雄

委
員
　
　  

平
林
智
江
美

〃
　
　
　  

松
本
　
直
己

〃
　
　
　  

中
野
　
正
五

久
美
浜
町
安
養
寺

芝
野
　
吉
実

健
康
で
充
実
し
た

　
生
活
を
送
る
た
め
の
十
進
法

退
職
す
る
と
、
多
忙

だ
っ
た
学
校
現
場
の
生

活
か
ら
一
変
し
て
、
時

間
的
な
余
裕
や
精
神
的

な
余
裕
が
生
ま
れ
て
く

る
の
と
同
時
に
、
心
身

の
健
康
保
持
と
充
実
し

た
生
活
を
ど
の
よ
う
に

築
き
あ
げ
て
い
く
か
が

私
の
課
題
だ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
あ
る

先
輩
が
「
健
康
十
進
法
」

な
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
。

一
、
一
日
一
回
は
人
の

　
　
た
め
に
、
自
分
の

　
　
た
め
に
善
い
こ
と

　
　
を
す
る
。

十
、
一
日
十
人
の
人
と

　
　
出
会
い
、
会
話
を

　
　
持
ち
、
つ
な
が
り

　
　
を
深
め
る
こ
と
。

百
、
一
日
に
百
字
以
上

　
　
書
く
こ
と
。

千
、
一
日
千
字
以
上
読

　
　
む
こ
と
。

万
、
一
日
一
万
歩
以
上

　
　
歩
く
こ
と
。

こ
れ
ら
を
ク
リ
ア
し

て
い
く
た
め
に
は
、
自

分
に
何
が
で
き
る
か
を

じ
っ
く
り
と
考
え
て
み

た
。
そ
の
結
論
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
趣

味
の
一
つ
で
あ
る
読
書

を
生
か
す
こ
と
に
達
し

た
。現

職
時
代
は
仕
事
に

追
わ
れ
、
地
域
の
人
や

生
活
を
顧
み
る
こ
と
が

希
薄
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

罪
滅
ぼ
し
で
、
地
域
の

役
員
、
民
生
児
童
委
員
、

公
民
館
長
、
寺
の
総
代

を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の

人
た
ち
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
て
、
少
し
で
も

地
域
に
貢
献
で
き
る
こ

と
に
少
々
の
喜
び
さ
え

感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

最
後
の
「
万
」
に
つ

い
て
、
知
っ
て
い
た
だ

き
実
践
さ
れ
た
方
が
い

い
と
体
験
を
通
し
て
提

言
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

現
職
時
代
の
後
半
二
・
三

年
は
体
調
が
今
一
つ
優

れ
な
か
っ
た
。
人
間
ド
ッ

ク
の
受
診
結
果
は
、
高

血
圧
、
肥
満
、
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
高
中
性

脂
肪
、
高
尿
酸
値
で
度
々

痛
風
発
症
し
て
、
大
変

な
痛
み
と
歩
行
困
難
を

味
わ
っ
た
。
主
治
医
に

相
談
す
る
と
、
完
全
な
運

動
不
足
で
あ
る
と
言
わ

れ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、

毎
日
継
続
し
て
適
度
な

運
動
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
。
今
、
流

行
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
が

思
い
浮
か
ん
だ
が
、
そ

れ
よ
り
も
手
軽
に
で
き

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
試

す
こ
と
に
し
た
。
最
初

は
し
ん
ど
く
、
距
離
も

３
㎞
歩
く
の
が
や
っ
と

だ
っ
た
が
、
今
は
一
万

歩
前
後
歩
け
る
よ
う
に

な
り
、
イ
ン
タ
ー
バ
ル

的
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
自
然
の
風
景
の

季
節
ご
と
の
変
化
に
触

れ
、
地
域
の
人
と
の
触

れ
合
い
も
あ
る
。
そ
の

お
か
げ
で
、
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
と
と
も
に
、

痛
風
は
発
症
し
な
く
な

り
、
ど
こ
も
異
常
が
見

ら
れ
な
い
よ
う
な
数
値

に
な
っ
た
。
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
大
切
さ
と
継
続
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
身

に
染
み
て
実
感
し
て
い

る
。皆

様
も
自
分
な
り
の

「
健
康
十
進
法
」
を
始
め

て
み
て
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

私なりの健康十進法（ウォーキング）
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